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はじめに 】
さまざまな生き方を選択できるようになった現在，すべての世代において自分の生

き方を見つめ直すキーワードとしての「生きがい」の在り方が重要となってくる。団

塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に，高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の

目的のもとで，可能な限り住み慣れた地域で，自分らしい暮らしを人生の最期まで続

けることができるよう，国は地域包括ケアシステムの構築を推進している。このよう

な状況の中，高齢者の社会参加をより 一層推進することを通じて，元気な高齢者が生

活支援の担い手として活躍するなど，高齢者が社会的役割をもつことで，生きがいや

介護予防にもつなげる取組が期待されている （厚生労働省， 2013)0

それ故に，高齢者の「生きがいづくり」を目的とした各種事業への介入効果の測定

が，時代的要請として課せられ，施策の評定を含むプログラム評価研究（安田

ら， 2008）の実施が求められる時代が到来する可能性がある。今後は，このような自

治体の施策に役立てられる資料となり得る生きがいに関する実証研究を蓄積し，さら

にはプログラム改善にも有効な情報を提供する尺度を用いた研究が求められる。その

上で「生きがい」の増進をねらった具体的な手法の開発も望まれる。尺度を用いた量

的な分析からの研究だけではなく，面接法によりデータを集めて質的な検討を加えた

研究や個々の事例を集約の上での検討が行われる必要もあろう 。

本研究では，生きがい研究が21世紀に入ってから再び活発になっていることを取り

上げている点で，生きがい研究の 「ルネッサンス」を迎えたことに注目している。
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研究目的

本論文の目的は， 2000年から2014年に国内で報告された「生きがい」に関する研究

論文の動向を取り上げて，今後の生きがい研究の課題と研究の方向を考える際の資料

とすることである。具体的には，生きがいの定義，生きがい測定の仕方，研究対象者

の特徴，調査方法・研究デザイン，研究成果に注目して体系的な総説をまとめてい

耐法

2014年10月1日現在，下記の 2つのデータベースを使用し主に高齢者を取り上げた

学術誌を中心に144編の論文を選択した。

A）論文や図書 ・雑誌などの学術情報で検索できるデータベース ・サービスである

CiNii (NII学術情報ナビゲータ［サイニイ ］(http : I I ci.nii.ac.jp／））を使用し，

出版年を「2000年から2014年」に指定し， 「高齢者」「生きがい」で検索をした

結果出てきた265件の文献

B）公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団が作成した社会老年学の日本語文献デー

タベースであるDiaL（社会老年学文献データベース） (http : I I dia.or.jp/ dial/) 

を使用し，出版年を「2000年から2014年」に指定し，「生きがい」で検索をし

た結果出てきた76件の文献

C）上記データベース以外に「生きがい」「著者名」でWEBで検索した結果出てき

た文献。著者名は，上記データベースにて複数の論文を発表していた氏名を検

索した。

結果

＠発表された論文の推移・・・・・・・・・・・・・・
研究論文の出版件数は， 2000年が8編， 2001年が8編， 2002年が7編， 2003年が11

編， 2004年が20編， 2005年が13編， 2006年が10編， 2007年が11編， 2008年が11編，

2009年が12編， 2010年が8編， 2011年が4編， 2012年が10編， 2013年が3編， 2014年
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が8編となった。

雑誌名などから可能な限り査読審査を経た論文を選択したつもりであったが，査読

のない論文が含まれていた。2011年と2013年を除いて10編前後の論文が毎年選択され

ている。2004年が20編で最大値を示し，その前後の年も10編を超える論文が選択され

ていた。本論文で取り上げた論文一覧は資料として本文末尾に表にして刊行年順に示

した （表 1）。

＠各論文の中の研究目的・・・・・・・・・・・・・・

各論文の研究目的は研究参加者や研究デザインと関連があるため，合わせて検討し

た。

＠生きがいの定義 ．．．．．．．．．．．．．．．． 
生きがいの定義を検討すること，定義づけを目的にしたもの，考察で論じているも

のは， 6編あった。長谷川ら （2001）は，生きがいを，「生きがい」は日常語である

とした上で， 「あなたの生きがいは何か」と尋ねられた時に，その人が過去の経験，

現在の出来事，未来のイメージといった「（「生きがい」の）対象」を心に思い浮かべ，

同時に伴って湧いてくる自己実現と意欲，生活充実感，生きる意欲，存在感，主動感

といった種々の感情，つまり「（「生きがい」の対象に）伴う感情」を統合した自己の

心の働きであると 「生きがい」の構成要素 （「生きがい」構造モデル）を示した（図

1 ）。長谷川ら （2003b）は，「生きがい」を，「今ここで生きているという実感，生

きていく動機となる個人の意識」と定義した。近藤ら（2003）は，高齢者の生きがい

感を「毎日の生活の中で何事にも目的をもって意欲的であり，自分は家族や人の役に

立つ存在であり，自分がいなければとの自覚をもって生きていく張り合い意識であ

「生きがいjの 「生きがいJの対象に

対象 伴う感情

〈過去〉 〈現在〉 〈未来〉

経験 健康 成長した 自己実現と意欲

記憶 趣味 家族

主体
生活充実感

役割 家族 出来事 生きる意欲

友人 イメージ 存在感

役割 主動感

社会 その他

（長谷川ら，2001)

図 1 「生きがい」の構成要素
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る。さらになにかを達成した，少しでも向上した，人に認めてもらっていると思える

ときにももてる意識であるといえる」と定義した。今井ら （2009）は，暫定的な生き

がいの定義を，神谷 （1980）を参考に 「生きがいを感じている精神状態」とした上で，

生きがい概念と主観的幸福感の相違を実証的に検討し， ①『社会。個人の関係性の次

元』と， ② 『過去 ・現在。未来の時間の次元』および，幸福感を単次元ではなくポジ

テイブとネガテイブに分けて考える， ①『肯定的。否定的の心理機能の次元Jの3次

元とし，両概念を区別することが今後の研究には不可欠で、あろうと結論づけた。津田

[2009］は，生きがいを， 「ひとりひとりが日々の生活を送っていく上で，生きる意

味や目的を見出す重要な意味をもっており，生きがいの特徴から，個別性があり，主

体的な生活を送っていく上で生きる喜びにつながる概念」としたO 鶴若 ［2012］は，

高齢者の語りから浮かび上がる生きがいを総括して， ①連帯感 （家族，友人，社会，

地域などとの連帯），⑦充実感 ・満足感 ・幸福感 （現在の生活，今までの人生の満足

など生活全般から得られる安定や充実）， ①達成感 ・追求感 （自己の向上を促すよう

な学習，奉仕活動，創造的活動，仕事などにおける達成または追求），④有用感 （自

分の能力を発揮して役に立っていると思える感情・感覚），①価値 （個人の生き方，

信念，生活信条に関係する領域）という 5つを示し，各要素が独立した実在ではな

く，相互にかかわりをもっているとした。熊野（2008）は，生きがいを日常語として，

人生を豊かに生きる重要な概念とした。藤崎 ［2004］は，生きがいの「対自的側面」

と「対他的側面」に注目していたO 和田 ［2004］は，生きがいの本質を精神の働きに

属する事象であり，内面的化された社会的意味における人生の意味的位置づけを内容

とする意識であるとしたO 安藤［2007］は，生きがいとして 「人生の浮き沈み」につ

いて尋ねて調査を行っていた。

上記の定義をそれぞれ引用して進めた研究は，数編を認めた。長谷川ら （2001, 2003 

b）の定義に基づいたのは，長谷川ら （2003a, b, 2007）や長谷川 （2010）であった。

近藤ら （2003）の定義に基づいたのは，近藤 （2003）と近藤ら （2004）であった。今

井ら （2009）の定義に基づいたのは，今井ら （2012）であった。伊熊ら ［2006］は，

長谷川ら （2001）などの定義を参照しながらも， 生きがいの定義や概念を統一するこ

とは困難であるとして研究を進めていた。

一方で胡ら ［2007］は，精神的健康調査票 （GeneralHealth Questionnaire）の中

の質問項目を用いることで定義としていたO

引用文献などに明記していないが1966年に執筆された神谷 （1980）からの引用と思

われる文献を認めた （芳賀， 2010b）。 神谷は「生きがい」を 「生きがい」の源泉，
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または対象となるものを指している場合と，「生きがい」を感じている精神状態を意

味するときの 2つの要素に分けて考えている。前者を「生きがい対象」とし後者を「生

きがい感」とする（長谷川ら， 2001)0

生きがい感を定義に含めていたのは， 9編あった［木寺， 2000；金子， 2004,

2013；井上， 2004；藤本ら， 2004；蘇ら， 2004；遠藤， 2007；神部， 2008；千葉，

2009］。また広く生きがい感に含める概念として，長谷川ら（2001）が「生きがい意

識」と定義した海外の類似した概念である主観的幸福感を生きがいとする定義で進め

た研究は， 12編，報告されていた［大圏， 2001；杉津ら， 2001；坂田ら， 2002；福田

ら， 2002；山本ら， 2002；直井， 2004；松岡， 2005；長谷川ら， 2005；一柳， 2007;

岩井， 2007；小津， 2009；芳賀， 2012］。

生きがい対象を定義に含めていたのは， 16編の報告があった。それらは生きがいを

趣味と同等に捉えていたり［内演ら， 2000；竹田ら， 2005；岡本ら， 2006；小

川， 2006；越谷， 2006；三芳ら， 2006；染谷， 2010；内田， 2011］，生きがいと楽し

みを同等に捉えていたり［川辺ら， 2001；測田ら， 2004；山岸， 2006；星ら， 2009;

星， 2012,2014］した可能性がある。熊野（2007）は，仕事を生きがい対象として集

中させるよりも，仕事や余暇に生きがい対象を分散させる方が生活満足度を高めるこ

とが示唆され，生きがいの定義として引用した見回（1970）とは逆の結果を報告して

いた。中本ら［2000］は，基本的な活動，社会的な活動，創造的な活動を生きがい対

象としていた。

古谷野［2009］は，心理学者が，主観的な生きがい感に関心をもち，社会学者が，

特定の時代や特定の対象を生きがいとするなどの社会的な背景に関心をもっ傾向があ

ることを指摘していた。生きがいを社会や集団の中や，個と個の間にあるものと捉え

て「役割」としたり，「役割」をもつこととしたりしたのは， 5編あった［江上， 2000;

森谷， 2005；山上ら， 2007；小川， 2008；長嶋， 2009］。生きがいを，人々の生を意

味づけるものとしたり，生きる意味を探究しようとしたりするものとして定義したの

は3編あった［安達， 2004；木下， 2005；デーケン， 2005］。生きがいを個人差が大

きいものであり定義をしなかったり，個人の感じ方に基づくとしたり，個人が創造し

ていくものとしたものが3編あった［関， 2001；岩上， 2007；岡本ら， 2008]0

Successful agingとProductivity,Worth Living, spiritualを生きがいと類似している

として研究を進めたり［柴田， 2002；野村， 2005；熊谷ら， 2008],Not playing a use-

ful partを「生きがいを感じない」として ［川本ら， 2004］，外国語や海外の尺度との

並記で生きがいを定義したりしたものが4編あった。
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。生きがいの測定の仕方・・・・・・・・・・・・・・
長谷川ら（2001）は， 2000年時点での生きがい研究の動向を45編の論文を取り上げ

て概観し，文献調査がほとんどで，実証調査によって測定された研究数は10編にも満

たないことを指摘していた。本論で論じた2014年時点では，全論文144編の中の了度

半数である77編に測定の仕方の記述がなかった ［佐藤ら， 2000；中本ら， 2000；松

岡， 2000, 2005；内演ら， 2000；大圏， 2001；杉津ら， 2001；浅海， 2001；川辺ら，

2001；秋山， 2001；柴田， 2002, 2004；堀田， 2003；河内， 2003；斎藤ら， 2003；古

村ら， 2003；藤崎， 2004；安達， 2004；井上， 2004；測田ら， 2004；前田ら， 2004;

岡本， 2004；石橋ら， 2004；鈴木ら， 2004；和田， 2004；流石ら， 2004；森谷，

2005；浅川， 2005；木下， 2005；デーケン， 2005, 2012；野村， 2005；高橋ら，

2005；後藤ら， 2005；中俣ら， 2005；佐藤， 2006；岡本ら， 2006；小川， 2006；星，

2006；越谷， 2006；森， 2006；山岸， 2006；粂川ら， 2006；岩上， 2007；山上ら，

2007；一柳， 2007；岡村， 2008；小川， 2008；藤原， 2008；忽滑谷， 2008；石井，

2008；芳賀， 2008, 2010, 2012；白川， 2009；長嶋， 2009；古谷野， 2009；小津，

2009；橋本， 2009；薬師寺， 2009；針金ら， 2009；千葉， 2009；染谷， 2010；吉田

ら， 2010；小松ら， 2010；湯原， 2010；北津， 2011；本橋ら， 2011；石原ら， 2011;

山登， 2012, 2013；岡村， 2012；飯島， 2012；西山， 2013；大場， 2014；安， 2014;

瀬沼， 2014]0 

「生きがいJや「生きがい感」の有無，あるいは生きがいや趣味の有無を尋ねた研

究は， 13編，報告されていた ［坂田ら， 2002；本田ら， 2002, 2003；長谷川ら，

2003, 2005；蘭牟田ら， 2004；竹田ら， 2005；三芳ら， 2006；胡ら， 2007；和泉ら，

2007；岡本ら， 2008；文ら， 2009；長谷川， 2010]0

生きがいの有無を尋ねた後にその具体的な内容を尋ねたり，以前にあったかどうか

を尋ねるなどした研究は 2編あり［山下ら， 2001；伊熊ら， 2006］，生きがい対象を

具体的に示してそれぞれに有無を尋ねたり，生きがい対象それぞれの有無について尋

ねた後，現在の満足度を程度で尋ねた研究は， 5編，報告されていた ［二宮

ら， 2004；堀内ら， 2005；熊野， 2007；鄭ら， 2010；戸田， 2012]0

生きがいや楽しみを具体的に尋ねた研究は， 5編の報告があった ［佐藤， 2008；星

ら， 2009；鶴若， 2012；星， 2012, 2014]0具体的に生きがいや楽しみは何かを尋ね

た後にその程度を尋ねた研究は， 2編，報告されていた［堀内ら， 2005；片岡ら，

2014］。
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「生きがいJや「生活のはり」，「生きがい感」を程度で尋ねた研究は 4編，報告さ

れていた ［水戸， 2000；関， 2001；古田ら， 2004；藤本ら， 2004］。生きがい対象を

複数示して，それぞれを程度で尋ねた研究は 6編を認めた［早坂ら， 2002；長谷川

ら， 2003a；金子， 2004, 2013；流石ら， 2007；今井ら， 2009］。

生きがい感を複数の文章で表現して，程度で評価を求めた研究は， 2編を認めた

［蘇ら， 2004；山本ら， 2002］。また生きがいを測定したようであるが有無なのか程

度なのかそれ以外の具体的な測定の工夫があったのかが分かりにくい論文が4編，報

告されていた［江上， 2000；森， 2000；川本ら， 2004；内田， 2011］。その他に，岩

井［2007］は，生きがいを幸せと言い換えて程度で尋ねたり，安藤［2007］は，人生

の時間軸の中で、の良かった時と悪かった時をグラフで示してもらうように尋ねていた

りした。

「生きがい」に関する尺度を新たに開発した研究は 3編あった。近藤ら （2003）は，

「高齢者向け生きがい感スケール （K-I式）」 を作成し，この尺度を使用した研究が5

編あった［近藤ら， 2004；島貫ら， 2005；長谷川ら， 2007；津田， 2009；青木，

2014]0長谷川ら （2007）は，高齢者のための生きがい対象尺度を開発し，生きがい

対象と生きがいの型の測定を行っていた。芳賀（2010b）は，近藤ら（2003）と長谷

川ら （2007）の尺度を紹介していた。今井ら（2012）は，近藤ら（2003）と長谷川ら

(2007）の尺度を紹介した上で項目数がより少ない尺度の開発を目的として「生きが

い意識尺度（Ikigai-9）」を開発した。小野［2014］は，尺度開発を研究目的とし

ていなかったが，先行研究に基づいて測定の仕方を改善したようであった。

尺度の開発を行っていないが測定の仕方の工夫や新たな測定の提案をしたものとし

て，ハシゴ状の図に回答を求めたり（近藤， 2003），視覚アナログ尺度（Visual ana旬

logue scale）を用いたりした研究が3編あった ［熊谷ら， 2008；久保ら， 2012；岡

田ら， 2014]0

生きがいに類似した「生きがい意識（長谷川ら， 2001）」を測定する尺度として，

前田ら（1979）が作成した改訂版PGCモラールスケール（moralescale）と古谷野（1983)

が作成した 「生活満足度尺度K」があり，前者が4編を認め［福田ら， 2002；笠原

ら， 2003；直井， 2004；神部， 2008］，後者が2編の報告があった［藤本ら， 2004;

古田ら， 2004]0

＠研究対象者の特徴・・・・・・・・・・・・・・・・
研究参加者については，在宅で疾患や障害を有して療養中であったり，通院したり
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デイサービスを利用している対象者を取り上げた研究が7編あった［中本ら， 2000;

内漬ら， 2000；早坂ら， 2002；薪藤ら， 2003；古田ら， 2004；堀内ら， 2005；山上

ら， 2007］。施設に入所している対象者を取り上げた研究が8編あった［川辺

ら， 2001；山下ら， 2001；小川， 2006；越谷， 2006；山岸， 2006；流石ら， 2007；津

田， 2009；鶴若， 2012]0

農村地域や山間部や漁村部を調査対象地域とした研究は17編あり［佐藤ら， 2000;

水戸， 2000；松岡， 2000；関， 2001；坂田ら， 2002；長谷川ら， 2003b；測田ら，

2004；川本ら， 2004；蘭牟田ら， 2004；二宮ら， 2004；島貫ら， 2005；松岡， 2005;

岡本ら， 2006；長谷川ら， 2007；白川， 2009；長谷川， 2010；岡田ら， 2014］，東

京，名古屋，大阪といった大都市圏やその周辺地域だけでなく，地方の都市部で調査

を行った研究が14編あった ［小野寺， 2003；近藤， 2003；近藤ら， 2003, 2004；安

達， 2004；岡本， 2004；蘇ら， 2004；長谷川ら， 2005；岩上， 2007；遠藤， 2007；星

ら， 2009；星， 2012, 2014；大場， 2014］。居住地域の規模あるいは種類が不明な研

究が10編あった［福田， 2002；中村ら， 2002；本田ら， 2002, 2003；藤本ら， 2004;

竹田ら， 2005；今井ら， 2009, 2012；石原ら， 2011；青木， 2014］。長谷川ら （2003

b）は，農村地域と大都市近郊地域の都市間比較を行った。後藤ら ［2005］は，全国

20市区町村に居住する高齢者を対象とし，星 （2006）は，全国16市町村の高齢者を対

象としていた。

生きがいの文化比較や国際比較，少人数の集団を取り上げた論文は 7編あった。森

[2000］は，イタリア，サンマリノ，フランス，台湾，韓国にて，江上 ［2000］は，

デンマークと沖縄で、それぞれ調査を行った。神部 ［2008］は，中国で天津市の老年大

学に通う高齢者を対象とした調査を行い，鄭ら ［2010］は，中国の北京市と上海市の

在宅者を対象にして，彼らの以前の調査と比較したO 胡ら［2007］は，第二次世界大

戦前に中国に在住していた邦人で，戦後に居住地を追われるなどして生活の拠点を日

本に戻した中国帰国者とその配偶者を調査対象者にした。文ら ［2009］は，大阪市に

居住する在日コリアンと日本人を比較し杉津ら ［2001］は，日米比較を行っていた。

介護家族を対象とした研究は 2編あった［山本ら， 2002；岡本ら， 2008]0また教

育の一環で看護学生を対象としたものは 3編あった ［古村ら， 2003；流石ら， 2004;

内田， 2011]0さらにホームヘルパー，社会福祉士，介護福祉士や介護福祉士養成教

員を対象とした文献は 3編あった［石橋ら， 2004；染谷， 2010；安， 2014]0

その他，特定の対象を取り上げて研究目的に沿って研究が展開されていた。例え

ば，笠原ら［2003］は，スポーツ ・運動活動を継続している高齢者を対象としたり，
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伊熊ら ［2006］は，スポーツ・運動への関与度との関連を取り上げたりしていたO 針

金ら［2009］は，シルバ一人材センターに所属する会員のデータを用いて性や年齢階

級の違いによる就業実態を検討した。直井［2004］は，家族関係を見るために夫婦や

親子のデータを首都圏と周辺地域で調査していた。藤崎［2004］は，過去に行った面

接調査の資料を焼き直して高齢期への移行を取り上げた。井上［2004］は，第二次大

戦後に都会に住んで核家族をつくり，家族成員が逝去した後の伝統儀礼の変容に注目

していたO 鈴木ら［2004］は， 一人暮らしの高齢者を対象とし，岡村［2012］は，過

疎地における一人暮らしの女性高齢者の調査を行っていた。浅川［2005］は，地方都

市と大都市郊外に居住する女性高齢者と近隣関係について取り上げていた。木下

[2005］は，群馬県桐生市で行われている多世代協働プロジ、エクトを紹介していた。

高橋ら［2005］は，スピリチュアリティーの意味を探るために大学生を起点に，その

親世代，その祖父母世代という 3世代の調査を行っていたO 熊野（2008）は，大学生，

中年層，高齢者層に，熊谷ら［2008］は，若年群，中年群，高年群にそれぞれ調査を

行っていた。中俣ら［2005］は，鹿児島県内の市町村の基本検診を通じてうつスクリー

ニングを実施したり，和泉ら ［2007］は，大阪府下44市町村に居住する「軽度要介護

認定」高齢者のうつに関連する要因を検討したりした。三砦ら［2006］は，都市部，

旧産炭過疎地，都市近郊農村を取り上げてソーシャルサポート・ネットワークと在宅

高齢者の検診受診行動の関連性を比較していた。安藤［2007］は，沖縄県本島中南部

3町村の高齢者のコーホートの違いを取り上げてライフコースの分析を行った。佐藤

[2008］は，静岡県志太郡岡部町朝比奈地域の中高年女性を対象として，同一の対象

者を 2時点以上で比較分析して， 三世代，四世代で暮らす多世代同居家族の世代間関

係の変化と，家族内における異世代聞の交流の諸相を明らかにした。久保ら［2012]

は，加齢によってバランス能力や移動能力の低下が生じ，閉じこもりや転倒リスクが

高まった状態である運動器不安定症に該当する高齢者を取り上げた研究を行った。山

登 （2012）は，「パソコンお絵描き教室」の事例を取り上げた。小野［2014］は， 50

歳代と60歳以上の労働者を取り上げていた。

展望論文が5編あった。長谷川ら（2001）は，社会老年学，老年社会科学といった

学術誌を中心に2001年3月までに発表された「生きがい」と表題のついた文献と同時

に 「生きがいjと関連があるといわれている「人生満足度」，「モラール尺度」ゃ「主

観的幸福感」に関する国内外の論文を45編取り上げていた。野村［2005］は，生きが

い研究の動向を把握するため， 1980年以降2003年までの国内文献の原著論文22編と書

籍類11編，海外文献として書籍 1編の合計34編を対象としていた。小松ら［2010］は，
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孫の育児に参加する祖父母の精神的健康に焦点を当てた研究を整理し，今後の研究を

進めていく上での課題を明らかにするために，文献の年代について制限は設けない

で，国内文献選定に，医中誌Web,Medical傘Online,C山iiDiaL社会老年学文献データ

ベースを用い，海外文献選定に， Webof KnowledgeとPubMedを用いていた。湯原

[2010］は，男性介護者，男性が加害者となる高齢者虐待や介護殺人に焦点を当てた

先行研究論文を再検討していた。山登 （2013）は，［生きがい研究jにみる高齢者の

生きがい健康づくり事業の動向を知るために， I生きがい研究jの第 1巻から18巻ま

でを取り上げていた。

公刊資料を用いた研究は， 11編あった ［杉津ら， 2001；金子， 2004；前田ら，

2004；森谷， 2005；佐藤， 2006；粂川， 2006；岩井， 2007；熊野， 2007；薬師寺，

2009；吉田ら， 2010；戸田， 2012]0

。調査方法・研究デザイン・・・・・・・・・・・・・
論考・個人体験は35編，報告されていた ［木寺， 2000；大圏， 2001；浅海， 2001; 

川辺ら， 2001；秋山， 2001；柴田， 2002, 2004；堀田， 2003；河内， 2003；前田ら，

2004；和田， 2004；デーケン， 2005, 2012；森， 2006；岩上， 2007；岩井， 2007；一

柳， 2007；小川， 2008；藤原， 2008；忽滑谷， 2008；石井， 2008；芳賀， 2008, 2010 

a,b, 2012；長嶋， 2009；古谷野， 2009；小津， 2009；千葉， 2009；本橋ら， 2011; 

金子， 2013；山登， 2013；西山， 2013；片岡ら， 2014；瀬沼， 2014]0

実践報告をしていたのは， 11編あった［内漬ら， 2000；驚藤ら， 2003；古村

ら， 2003；流石ら， 2004；木下， 2005；小川， 2006；山岸， 2006；薬師寺，2009；北

津， 2011；山登， 2012；飯島， 2012]0

文献調査は 9編あった ［長谷川ら， 2001；森谷， 2005；野村， 2005；佐藤， 2006;

粂川ら， 2006；岡村， 2008；佐藤， 2008；湯原，2010；小松ら， 2010］。 粂川ら

[2006］は，文献調査だけでなくクラスタ分析等による統計手法を用いていた。吉田

ら［2010］は，データベースを活用した分析を行っていた。

尺度構成をしたのは 4編を認めた［近藤ら， 2003；堀内ら， 2005；長谷川ら，

2007；今井ら， 2012］。その中で小林ら ［2005］以外の 3編は生きがいに関する尺度

を作成していた。

質的研究を行ったのは 8編，報告されていた ［中本ら， 2000；松岡， 2000；森，

2000；江上， 2000；白川， 2009；鶴若， 2012；岡村， 2012；安， 2014]0

介入・プログラム研究は 3編，報告されていた ［蘭牟田ら， 2004；山上ら， 2007;
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津田， 2009]0

横断調査研究 （関連要因）は半数近くの66編あった［佐藤ら， 2000；水戸， 2000;

山下ら， 2001；早坂ら， 2002；福田ら， 2002；中村ら， 2002；山本ら， 2002；本田

ら， 2002；小野寺， 2003；近藤， 2003；長谷川ら， 2003a,b, 2005；本田ら， 2003;

笠原ら， 2003；直井， 2004；金子， 2004；藤崎， 2004；安達， 2004；井上， 2004；測

田ら， 2004；近藤ら， 2004；川本ら， 2004；岡本， 2004；石橋ら， 2004；藤本

ら， 2004；蘇ら， 2004；鈴木ら， 2004；二宮ら， 2004；古田ら， 2004；松岡， 2005;

浅川， 2005；高橋ら， 2005；竹田ら， 2005；後藤ら， 2005；島貫ら， 2005；岡本

ら， 2006；伊熊ら， 2006；越谷， 2006；三磐ら， 2006；流石ら， 2007；安藤， 2007;

遠藤， 2007；熊野， 2007, 2008；和泉ら， 2007；胡ら， 2007；神部， 2008；岡本

ら， 2008；熊谷ら， 2008；橋本， 2009；針金ら， 2009；今井ら， 2009；文ら， 2009;

星ら， 2009；染谷， 2010；鄭ら， 2010；長谷川， 2010；内田， 2011；石原ら， 2011;

久保ら， 2012；戸田， 2012；岡田ら， 2014；小野， 2014；大場， 2014；青木，

2014］。

縦断調査研究（因果関係）は 7編，報告されていた［関， 2001；杉津ら， 2001；坂

田ら， 2002；中俣ら， 2005；星， 2006, 2012, 2014］。その中でも関［2001］，坂田ら

[2002］，星 （2006, 2012, 2014）は，生きがいと生命予後の関係を実証的に示し，

その概要としては，生きがいがその後の生存維持と関連するという報告と共に，生き

がいと生存維持との関連は，社会経済的要因や健康三要素を交絡とする偽相関である

可能性を報告していた。また杉津ら ［2001］は，横断ならび、に縦断調査研究を行って

日米比較をしていた。

＠研究成果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
研究成果のすべてについて本論に載せることは分量の制約があるため難しい。本論

では複数の報告をした第一著者別に知見をまとめた。本論で紹介できない研究成果に

ついては，本文末尾に資料として刊行年順に示したので参照して欲しい。

デーケン・アルフォンスは，哲学者であり死生学を専門としていた。デーケン

(2005）は，生きがいをもって心豊かに生きるために大切なことを，ユーモア感覚を

磨くこととしていた。またデーケン （2012）は，意味のある老年期を送るという課題

が，超高齢社会に向けての主要な課題として浮上してきたことを指摘し， 2' 30年に

及ぶ老年期をどう生きるのか，人生について深く考察し，発想の転換を薦めていた。

芳賀（2008）は，地域での健康づくりにおいて，社会的役割やボランティア活動，
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そして効果的な活動プログラムの根拠を提供することにもなる参加型アクションリ

サーチ等の視点がますます重要となることを指摘した。芳賀 （2010a, 2012）は，研

究者自らがフィールドに出て，住民，行政と協働しながら計画・実践・評価に携わる

という方法論の重要性と，研究者の役割をこれまでと変えることについて強調してい

た。芳賀（2010b）は，身体活動について高齢者の生きがい感を増す仕組みを検証す

ることが今後の課題と指摘し最後まで介入プログラムに参加できた者のみを分析対

象とするのではなく，ベースライン調査に参加した全対象者について評価をすべきで

あるとしていた。

長谷川ら（2001）は， 2000年時点で関連文献を概観して，生きがいの構成要素を検

討し，「生きがい」構造モデルを示した（図1）。 長谷川ら （2003a）は，長谷川ら （2001)

の「生きがい」構造モデルについて自己 （主体）が基盤となった上での 「生きがい」

の対象や伴う感’情への影響を男女差や各要素の強さについて共分散構造分析を用い

て，生きがいの構造を実証的なデータで示した。長谷川ら （2003b）は，高齢者にお

ける「生きがい」の地域差を検討し，農村地域と大都市近郊地域の間で 「生きがいあ

り」の割合に有意差を認めなかったが，「生きがい」の関連要因として，両地域共に

健康度自己評価，知的能動性ならびに社会的役割が示されたことを述べた。農村地域

では家族構成が強い関連を認め，性別や世代によって関連の強さが異なった。また大

都市近郊ニュータウン地域では，男性において入院経験の有無が 「生きがいJの有無

に強い関連があり，世代によって正負の関連が変動したことを報告した。長谷川ら

(2005）は，都市近郊地域に居住する高齢者の 「生きがい」の有無について関連要因

を検討し，総合的な観点から性別や世代による特徴を示した。長谷川 （2010）は，農

村地域における女性の前期および後期高齢者では，交友活動と 「生きがいあ り」の聞

に正の関連が認められ，性別に関係なくすべての世代において，散歩 ・運動・趣味な

どの余暇活動ならびに知的能動性は， 「生きがいありJとの聞に正の関連が示された

ことを報告した。長谷川ら （2007）は，高齢者のための生きがい対象尺度を開発し，

その下位尺度は「過去の人間関係J「現在の状態と役割」「未来の人間関係」「現在の

子どもと孫」「配偶者 （現在と未来）」 から構成されていた。さらにクラスタ分析によっ

て回答者をグループ分けして「生きがいの型jを示し，本尺度が生きがいを定量化す

る尺度として有効であるだけでなく，生きがいの型による差異を表す尺度としても有

用な可能性を示したO

本田ら （2002, 2003）は， 一人暮らし高齢者を対象として自立度やそれに関連する

要因について検討し要介助予備群が，自立群と比較して抑うつ傾向にある高齢者が
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有意に多く，生きがいをもっ高齢者が有意に少なかったものの，要介助群と比較する

と有意差を認めなかったとした。さらに， 一人暮らしとなった理由で，配偶者・家族

との死別を死別以外の群（91.2%）と比較すると，生きがいをもっ高齢者の割合が

76.1%となり，有意に低く，配偶者や家族と死別して一人暮らしになった高齢者に対

する精神的な支援の重要性を指摘していた。

星（2006）は，全国16市町村に調査を行った結果，地域の後期高齢者では，家事や

お祭りを含む地域の文化活動で役割が発揮されやすいために役割が保持され，生きが

いの維持に関連している可能性を示唆していると述べた。星ら（2009）は，東京都内

のニュータウンの調査を行い，楽しみや生きがいの対象とした園芸と家庭菜園が，ど

の年齢階級でも有意差なく選択されることを示し，緑に関連する楽しみと生きがいが

高まることが結果的に生存維持に寄与する可能性を推測した。星（2012, 2014）は，

生きがいと生存率の因果関係を検討し，高齢者が生きがいをもつことが，その後の生

存を維持し，要介護になりにくい状況を直接に規定するのではないが，生きがいをも

てるような状況であれば，そのような集団が結果的に健康寿命を維持していることを

示唆しているとした。さらに，楽しみと生きがい要因で，身体を動かすことと仕事を

選択した人の生存が統計学的に有意に維持されていたO 楽しみと生きがい要因である

サークル活動と緑に関する生きがい得点は，生存維持にとって弱い有意な要因であっ

たとしていた。生きがいと生存維持との関連は社会経済的要因や健康三要因を交絡と

する偽相関である可能性は再現性が待たれることを指摘していた。

今井ら（2009）は， 60歳以上退職者の生きがいの構造を実証的に検討した上で，生

きがい概念と主観的幸福感が異なるものであり，今後，両概念を区別して研究を進め

ていくことを提案した。今井ら（2012）は， 9項目で構成される生きがい意識尺度（Iki-

gai-9）を開発した。

金子（2004）は，生きがいについて高齢者類型を示し，「市部 ・健康・男性」 「市部 ・

健康 ・女性」「町部 ・健康・女性」「町部 ・非健康・男性」「町部 ・非健康・女性」の

5類型が「友人交際・趣味活動・ボランティア」が因子 1を構成し，「社会参加」が

因子 2に属し，「家族団らん」が因子 3に含まれる生きがいパターンをもっ高齢者が

一番多かったという。金子（2013）は，高齢者の生きがい研究の帰結と展望をまとめ，

生きがいを「生きる喜び」としても，その内容には将来への希望軸とするもの，人生

の意味を強調するもの，日々の力が溢れた生活充実感を指すものなどさまざまであっ

たとした。

近藤（2003）は，高齢者の生きがい感測定におけるセルフ・アンカリングスケール
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の有効性を示した。近藤ら （2003）は，高齢者向け生きがい感スケール（K I式）を

作成し，生きがい感を定義した。近藤ら（2004）は，都市部高齢者の生きがい感に影

響する性別と年代からみた要因を検討し，男性では退職後に職場や仕事上の人間関係

から離れ，女性では配偶者の喪失を体験する時期には，外向性の高さによって新しい

人間関係を得られることが生きがい感を保つ上で重要であるとした。

熊野（2007）は，定年前後の男性を対象に，生きがい対象の集中・分散による満足

度を検討し，生きがい対象を分散させておくと生活満足度が高くなって，精神的スト

レス反応が低くなり，生活満足度を高めることが示唆されたと報告した。熊野（2008)

は，都市部の大学生，中年期，高齢期の生きがいの要素と対人関係を取り上げて検討

し， （1）“人生肯定”と“コミットメント”が，高齢者が他より高くなり，“存在価値”

と“人生の意味”は，高いJll真に，高齢，中年，大学生となり，“目標・夢”は年齢層

の差が認められなかったという 。（2）大学生は対人関係以外の要因が生きがいに影響

し，中年期は他者からの承認が生きがいに最も影響し，高齢期は他者との交流が生き

がいに最も影響していたと報告した。

松岡（2000, 2005）は，農村居住の高齢者を対象として，高齢者たちが日々のなか

に楽しみを見出しており，最も多いのが家族に関するものであった。「孫と過ごすと

き」「孫の成長」「孫のスポーツ大会」「子や孫が来たとき」「団らん」「家族との食事J

「夫との話し」「夫婦で旅行や温泉」を挙げ，次いで田や畑に関するもので，「畑作業」

「農業」「田の仕事J「作業が終わったとき」「収穫J「子どもに野菜を送るとき」を挙

げ，その次に「地区や集落の行事」と「仲間J「友人」「近所」がくるとしていた。

岡本（2004）は，都市部の在宅高齢女性の活動における活動意向の充足状況に関連

する要因を検討し，散歩や運動が社会活動や学習活動よりも充足されやすく，活動に

関する情報を知らないと社会活動や学習活動が充足されにくいとしていたO 岡本ら

(2006）は，農村部高齢者の社会活動における活動参加意向の充足状況に関連する要

因を検討し， IADL，抑うつ傾向が関連しているとした。IADLが低かったり，抑う

つ傾向が高かったりと，社会活動における活動参加意向が充足されにくくなっている

とした。

流石ら（2004）は， 『健康高齢者実習Jという看護師養成科目の実習終了後レポー

トの分析をし，学習内容の検討を行った。流石ら （2007）は，終末期を介護老人福祉

施設で暮らす後期高齢者のQOLとその関連要因を検討し，生きがい・喜び・張りを

どれくらい感じるかを尋ねた結果，「非常に感じる」の割合が高いのは，「家族・友人

等の面会」で82.0%と最も高くな り，「若い頃得意だったことができたとき」65.1%,
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「まわりの人の役に立ったとき」 53.2%の順であったという 。

柴田（2002）は，サクセスフル・エイジング （Successfulaging）の構成要素を，

長寿，生活の質（QOL) , Productivity （社会貢献）で成り立っていると考えていた。

柴田（2004）は，長寿のためにも心の健康のためにも，魚、に近い量の肉類を摂取する

ことは必須であるとしていた。

山登 （2012）は，パソコンを活用した高齢者の生きがい健康づくり事業の事例につ

いて，「パソコンお絵描き教室」を展開する「dobeくらぶ」の活動を報告した。山登

(2013）は， 『生きがい研究』にみる高齢者の生きがい健康づくり事業の動向を取り

上げ，高齢者の生きがい健康づくり事業に関する記事23本を紹介した。

考察

21世紀を目前とした1998年にSeligmanは「人の強み（HumanStrengths）」に注目

した新しい科学の構築に向けた取り組みについて，アメリカ心理学会会長に就任した

演説で表明している（Seligman, 1998）。その中で， Seligmanは，心理学が過酷な状

況下でどのように生き延びるのかについて理解してきたが，良好な （benign）状況

下で普通の人がどのように元気でいるのかをあまり取り上げてこなかったことを指摘

している。これが後に「ポジテイブ心理学（PositivePsychology）」と呼ばれ，心理

学に限らず，医学においても病理といったネガテイブな側面に注目して学問が発展し

てきたが，新しい科学としてこれまであまり取り上げてこなかった肯定的な面や長

所，つまりポジテイブな側面を今後は取り上げ，人々の生活をより良くしていく研究

を始める運動となった （島井， 2006）。生きがい研究は，日常語としての生きがい （長

谷川ら， 2001）を取り上げ，まさにポジテイブ心理学の理念に沿って展開している。

本研究で指摘したように2000年以降10編前後の研究が報告され続けている。Seligman

がポジテイブ心理学を提唱するときに，新しい科学の構築を目指していくと表明して

いるが，過去の研究の蓄積の上で展開されているところは，まさに生きがい研究と重

なっている。

生きがいの定義の仕方については，神谷（1980）の研究に端を発する形で，「生き

がい対象Jと「生きがい感」という要素に分けた定義（長谷川ら， 2001）に基づいた

研究が多く行われている。「生きがい対象」に注目した場合は，その内容によって特

定の対象や時間軸や社会情勢を考慮に入れ，個人や集団での生きがい対象の変容など

を研究対象として研究を展開していくことが可能となっていくであろう 。長谷川ら
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(2003b）が農村地域で家族構成が強い関連を示したと報告したり，長谷川ら（2007)

が高齢者のための生きがい対象尺度を作成して，時間軸と家族世代による違いが「生

きがいJの1つの特徴とな りうると指摘したり，松岡（2000, 2005），金子（2004)

の研究からも同様に生きがい対象に家族が含まれていることから，生きがい対象とし

て家族がどの程度該当するかについて検証することが求められる。また，長谷川ら

(2007）が指摘するように家族が生きがいの対象となることが日本独自のものなのか

どうか，国際比較して検討することも必要となろう。「生きがい感」については，今

井ら（2009）が生きがい概念と主観的幸福感とが異なると指摘しており，さらなる追

試が求められよう。

生きがいの測定の仕方について論じると，長谷川ら （2001）は， 2000年までの「生

きがい」と主観的幸福感などを含む 「生きがい意識」に関する総説の中で，生きがい

の測定法の変遷について 3つの段階があるとしていた。第 l段階は，各々の研究者が

生きがいの概念を定義して調査やその有無を尋ねて測定していた時期であり，第 2段

階は1980年代に海外で開発された主観的幸福感の尺度を翻訳した上で生きがい尺度と

して国内の調査に使用した時期であり，第 3段階として生きがいそのものを測定する

尺度が開発されつつあり，これらを用いる調査が望まれる時期であるとしていた。

2014年時点では，近藤ら（2003）の「高齢者向け生きがい感スケール」，長谷川ら

(2007）の「高齢者のための生きがい対象尺度」，今井ら（2012）の「生きがい意識

尺度」という 3つの生きがいを測定する尺度が開発されて，長谷川ら （2001）のいう

第3段階に到達したと考えられる。今後は第 4段階として，生きがい研究の「ルネッ

サンス」の到来があったともいえそうで，生きがい測定尺度の使用と追試によって生

きがいの特徴を検証したり，研究参加者を研究目的に沿って限定して，在宅や施設入

所者，居住地域，特定の活動に従事している人などを取り上げたりして，本論の冒頭

で述べたように施策の評定を含むプログラム評価研究 （安田ら， 2008）が求められる

時期になってきていると考えられる。第5段階は，日本独自と言われる「生きがいJ

の特徴を，日本発の研究成果として海外に向けて発信していく時機となるのではなか

ろうか。

研究デザインについて論じると，関 （2001），坂田ら（2002），星（2006, 2012, 

2014）が縦断調査研究によって，生きがいと生命予後の因果関係を取り上げた報告を

しており，今後，生命予後を検討する研究が増大することを期待する。また横断調査

研究が圧倒的に多いものの，生きがいの構造を取り上げた研究は，長谷川ら （2003

a），今井ら（2012）のみであり，生命予後と同じく研究の蓄積が求められる。
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本論では， 2000年から2014年の15年間の日本における生きがい研究の動向を総括し

た。今後の生きがい研究の課題は，日常語である「生きがい」に注目して，多くの人

がどのような生活の中でより良い人生を歩むのかを検証することであろう 。21世紀に

なって開発された生きがいを測定する尺度を用いて，日本独自と言われる生きがいの

特徴を検証していき，いずれ海外に発信していけるような研究の蓄積が求められる。

生きがい研究の「ルネッサンス」とも呼べる時機が到来したとも言えるのかもしれな

し30 
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・岡本秀明・ 白津政和「農村部高齢者の社会活動における活動参加意向の充足状況に関連する要

因」 『日本在宅ケア学会誌J10(1): 29～38頁， 2006

・坂田清美 ・吉村典子 ・玉置淳子・橋本勉「生きがい，ストレス，頼られ感と循環器疾患，悪性新

生物死亡との関連」 『厚生の指標j49同： 14～ 18頁， 2002

・流石ゆり子・亀山直子「『健康高齢者実習』の意義：学生の実習終了後レポートの分析による学

習内容の検討」『老年看護学j 9 (1) : 65～ 75頁， 2004

・流石ゆり子・伊藤康児「終末期を介護老人福祉施設で暮らす後期高齢者のQOLとその関連要因」

『老年看護学J12(1) : 87～ 93頁， 2007

・関奈緒「歩行時間，睡眠時間，生きがいと高齢者の生命予後の関連に関するコホート研究」 『日

本衛生学雑誌J56 : 535～540頁， 2001

・SeligmanM. E. P.「ThePresident’s Address」（http://www.ppc.sas.upenn.edu/aparep98.htm) 

1998 (2006年11月8日閲覧）

－柴田博「サクセスフル ・エイ ジングの条件」 『日本老年医学会雑誌j39(2) : 152～ 154頁， 2002

・柴田博「高齢者の長寿・生きがいと豚肉」 f日本養豚学会誌j41(2) : 97～ 99頁， 2004

・島井哲志「ポジティブ心理学の背景と歴史的経緯」島井哲志編 『ポジテイブ心理学－21世紀の心

理学の可能性一』ナカニシヤ出版， 3～21頁， 2006

－山登一輝「高齢者と子どもをつなぐパソコンお絵描き教室： NPO、法人dobeくらぶの活動 （生き

がい健康づくり事業報告）」『生きがい研究J18 : 119～145頁， 2012

・山登一輝「『生きがい研究Jにみる高齢者の生きがい健康づくり事業の動向（『生きがい研究』の

成果と課題：推進機構 ・助成団体等の事業動向）」『生きがい研究j19 : 94～ 109頁， 2013

・安田節之・渡辺直登 『プログラム評価研究の方法J新曜社， 2008
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資料 2000年から2014年10月まで日本で報告された「生きがい」研究論文一覧

（刊行年順）



表 1 2000年から2014年 10月まで日本で報告された 「生きがい」 研究

（発著表者年） 巷論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

松佐鈴（藤木川20 秀幸敏00紀雄道） ， ， 
へ地［日域の本参高の齢加地者状域況の福社祉会］活動

齢仮齢性L「社説者，にに会よ活動への参青彼性すが加森おあるら状県のるよこ社況j内びと会年。はにと齢，在活の性基住動と別礎すのにと年高連な目

特になし

のそを対のっも象活てと差に異， 着的関る
14, 81-89 

ついて検動討と

小中（本西20 朱美00 美智）子， 高が止~日齢1いめ1本L在方と地宅療8に域7療養関－看養生9す護2者活る学研のの会生受究誌けき］ 

水（戸美津）子

高長2び剖齢生1年）者活，社7の意会2活識科動8に学2状み］況る地お域よ
者高る齢地保基者域健礎の差活資活動料を動検おと状す出よ況すび地ると’生こ活活と動意に促識よ進にりみ，の高たら齢れめ

特になし

2000 

の る 」 域と。

松（岡昌則） 

域秋高［ト社（社特齢ワ田会会者集←郡学の関ク大年地生係の潟報域課き一］村福秋題がの祉）い田事県ネと南例地ッ

地を域生ぐの特性満会のなか態様課で題のを捉高に齢え者の齢考日常者察す的を
特になし

2000 
め 活る社の 足関係のの つ，い高て

ること。

29, 17-33 

森俊太

高文会求が［社齢化めいに会者〕的てお）学の主け年（生分特る誌析集き自］我がモ〔近いデと代生ル通社をき 湾でがイデげ収，ーいるタ韓集のタこリ通ア国をとし，文。中たで心化サデ得ー的にンたマ，なタイ調分もリン析査参ノタ，照モグピルデフしュつールラーつプをンに作スが，他生，より台上国るき
高ととよ齢そさうとし者れてに違のい，てでるで語生言高点るきあ。齢説がるきられが他者。それあばいのののてる，が生国いのもど社のでかるきの会がはかをなよ問，い日どどう題分本うがをな析社か調でと類対べあ会，同象似問るもじ

2000) 

題点こL，と相がL う る41, 15-29 

江上渉

家者代生［社族社のき会生会が学地にいき年域が〕お）露社いけ］会る（特と自集高我［齢近と 海と外本沖示縄のがLく，都。圏で聞の内高の調齢知会な査者見仁のうンち，ビデューンマのー代要ク主し
生き個がとJいらのをえ相関よ係互う性がと重とす要いるにう場社な合会る，的「観個」点2000) 

を の イを検討タ高し齢た上者で
かとら「

がてHいい 市題そ社と る状お況いてについての考概現生察

41, 31-46 

並内（漬木京子子） ， 在為科者~高（宅の学を1齢）：家実の，者進族践7の行とケ性共16ア難に病支と行利え用動る
治と癒の不生活病示様能，と家族吾すのの肉にし体進つす中をるの行得でつ施的る戸性本，為あ設な惑利難人意介のっい病欲用護のた実の葛。践的ののに中畢藤軽報デ中にで今患減告でイと，，サ，にををL本，介生家繋すー人家族護げピるき族スのてにはるこ

生趣標可をま支能味き性が援的向がいなし活あ，を趣動発る。味，表意に水生欲のとし墨機同的たき等が画会いのに捉制設えと作定えるしててのL継いいた2000 

徐姿精あをたる に かつ事て 仁行を ょ，う励続る自々にを

い神勢初けめ的る
していく 。

と。
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測生定きがいの
の仕方

［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果・要約

なし

社べさ会てれ的のた活領動域齢社高活領齢者会にと域者も，のに社学女性会習が活的もとも活男動社の同動性会時はを領に域比性動別おして，よ活年参義び聞個動齢加のは人的と密的で接生活あを動る領が関こ域連いとがのし示す

いる 高生 にとって ，活 への 交大は 促にきも や地考充域てえ
実の連し帯たや つ活動ながそのる 高に，め世る代意 流きい のし，と

る。

なし

H者スおれ［ン質県がでテたり的看3ー，，と研4護研れ名シコ究協究るとョミ］会高のュなンの齢ニ同をっ訪利在意ケた問用看し護て 止実やそ的るるる「創~現。めヘのな造他支「にそルるで創Jパ利援的のはき造用がな「，たーる創的対不活めにしよ造な動象可にてよう活的が者い欠はる支動昔生あの身でる援話を希体活サありし求動療望援的ーるてがめ養状助がビとい療な生何態にス思く養く活加のなにわこ療生対のスれをえと活養肯かす，タるが生を定保。明るッ必肯活確健的訪フ要定を問師に仁とで的否否看のよしあ定定と護継てる的否る的続，師ケ定にとその的にア考的畳看受等のなけ受止止め

に めけを
が』宅ー療得ユ／養らヨ

け望え護指みられ
。

の専導ケ，門ア

日き常が生い活・充で感実感じてをい5件る生法

上でラ［と（横関越，ブな連断加分市っ調要内入析た査因。の対3研）地6象5究域歳者］の以は老上3人の81者人ク
健満｜マ～司.康足。ー市度度内，と生の日常き3地生が域活い行感間動でに年，つ齢生い，活て居意は住識3年で地数有域意，聞差同に居有を形認意態めな差，た対がは車，な者生か活のっ

で尋ねた

なし

対秋老面者［質接人数田象的県調クは者研南査1ラ25究5秋の5プ4名］名会結田での郡員果あう大にでっち潟対あた村回する。。答のる

大に謁多村とくの高出ら齢し者は生きよ個がたうい所あ的を集団・仲常は間参加なききとそこでの希仲活動薄間
ている で 。き来日のつ い がと

やな村」の見かなか，に用日常意的されな 場人 行るをみつけ多，生く あがく，い関を自係感ずじてい

る。

分題いリ析なーく単過がど位形程の成社はそ逸会のさ脱的れもや変のな社化カ会テし問てゴ
現介人グと［日質地前ル間いし的調滞後ーてう研査在形のプイ究対がはのLン］象，，多メタ各国に調訳すがら査数2をる0 

ンバー

者1ビ0人にュ通かー

かった。

れなををき ーク ョ
ン

生糸え，る。 言る

概生ネ念きッがをト用いワーいをパてク分ーと析いソすナう分ルる析・ 齢デ［質者ン的調マ研査ー究ク］と沖縄での高 わがす国の場向回めト合が，強生きがいを 「特本係かを性定求的との対特う象’jとの中あに見いだそナえう
と 属るネを傾 いの構生生ではない い 」 で る。パーソ
ル・ ワークのの な って，それ
に所ト 集求ッ やそさこに 造きじる関日 への色非よ常がうあに強ないコミ ッゆトメ
ン てらにがいめるにる。

なし

養進イ［実行サ男践性性ー報難6ピ8告病歳ス］利でに催用あ思のっ在たし。宅た療デ 対族等イにと希象利，にと対用者望そは，る不難支残かもり病満の募進宅支たなき行らせに伴てっいてっ，た生動趣達生入き味院るだとき意活中け欲やを失いョ始ーめ，ス家テ
す中しで ， 在生を 援が主人いとしての。活 動は出う続，会，と水思けいシ墨てはういきト演象信たい

たを，え サービスの 画対ゃ

にを生むっれてき，つ けされてと っ援生たしてをと有考くれ意え義るら人にれる。のよ 思 ，強い 劇者念
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

木（寺20博00子） 

7高世めい［4（家齢代に6庭）者食，間一科2の生交教9健活流育康3にを~ 生きが

高でる齢，こ世者と代。と間食交生流活をと高生めきるがたいめと提の案関を係す 生きがいの意以あ上味について，きサ喜ラびリー
寄高せて一 マン感やJ65歳 では「生る や

めるた 満足 で っ た。

大（園美智）子

3女と［臨叫性生？床）高，き精齢8が神8者い1医の学8社8~会参加

女考性す高る齢こ者と。の社会参加 と生きがいを論

生苦仲的素 き充か決となが足まらりいど感，，っ），，汁~てEあ④健よくる意康いるとい識，人いとはや（わ間さE幸考経れ関れ福係え済てる感方的いも（の満は足

2001 

く 家，族時間

ゆ聞 の 4要
で る。

杉秋（：山宰0秀0弘1博子） ， 書比［日域者較本の労社地働域会研参に究加お雑のけ誌る日］高未
社日本会の参タ男に加基性をづ高め齢きぐ検者る討の論職す点域る』を中心と実し証た 生る「生生き活が活全満い体足の度をー評つJ）価のを指す取標るり満と上足いげ度わたれ。（以て下いこついて
デー こと。

487, 20-30 

浅（海奈津）美
人主ど生魅のし力をよく再豊う建行なな作すす支業る力たをめを障もっ害作者「旅業かが行安療をj心法考といては

特になし
2001 

援るがでにき，るの 士えして

みたい。

稲川川（庭辺辺2C郁善干01代弥）久子， ， 
認援れこをも助通知ろ医っ療が症てなし暮のでてを・福考だきら持せ祉ろるえっのるにるうた携かかこま高。ちわをと齢。そ当ると者者の院はがたのはど生痴のめrき呆のによが高わうよい齢をれう者わなをと 生憶作用すたえ業方，可をこき残が刺法能とし存い激て性棄能いとすが楽力るしるあみをもしなる方み引のど。のををき）生，完同出よをた成等Lり肯と具のに（定捉え体手時的続ば期的え現にてにき捉在記利示い

秋（2山0哲01)男 高あ齢り者方を・考障害え者るにこ配と慮。 した公共交通の 特になし
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生測定きがいの
の仕方

［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果・要約

財高開き発年団カ古法財い人団中j健高p『現年康78代と，社健生P康会き8がIと・，生1い中9 
文［論献考］

定持がにと年あなちなも，ににっる生宜てな生地世っきも活代てが，方社暇のいにがづ会郷交も参流知土出く加色来恵り活てをと心動経生かか掛験かになら積料でけかし極理なててらお的賢もく地，なき〈し豊域若人たいいかはイ，ベ在うも食生ちのンかで生きトが活あなら，いるをど健。送でを康伝高強る齢例草とく

98 
し が ら 間へ豊と ほい。

なし
文［論献考］

今専就験活えき後業労用るる技主や高のでし婦社術男齢あょ女型会・知共．でとの同自参営活動趣画業高分社齢支味のを援基会期意好の盤主の婦社み中に型で，はのと社脈加，すち会がこなら参増か本うど加格のえとし人たいに家生主限え族経体社ばら験ず会，的を意．職参をに識業十活加長年分動が的し増経たのにで

女ろう性う識す。がる自 思で会参事加人 る 的 な

なし

か対むに日き本輩がらし，の，れいろ男経米高就，引う性齢済退国，労日社本基後にの一J，男へ般つ会盤のι性男いののの的る確性適てあそない，保高応認りしは方齢が識高がて引齢考者の困に日退再者ー本難えはのっ考のの，でら悪就女就れあをと影労性労せるるし響。意がてにまとしは欲就み生いるか，労や内らきうし就日容れが問を，本労通題いると他の率のなこをし方男がたか中っとで性生が心高かては明でいよいえき，があこりら「生いかっとも

たるさとり，い ，的 てる。い

なし
資［論料考と］取材 作関さ業し療法「旅士の立最場高 から， 当ピ事リ者への直接支」援とすとま論ちづがく展りに

て は のリハ テーション る考 開
れ た。

なし 施［論設考入］所者 作れ業た療。 法士の立場から，対象者に関わる中での論考が展開さ

なし
文［論献考 ］ 公内共で交取通り組の現み状の紹と新介がし行く発わ展れたしつ。つある海外の取り組みや国
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（発著表者年） 巻論［（雑号文）誌名，］ 頁 目的 生きがいの定義

山下亨昭隆子美，

4施感つ［厚副設い4と生）高て'QのO齢1指~者と標の1の19 生関き連がいに
高齢を者両面を者接対のお象関よに連び生を質検き問討が票すいをるの用こ自覚て と

特になし
近藤中 ， 査QOしL, い調
田， と。
ほか
2001) 

関奈緒 歩行き時間 睡高眠者時関聞
健う康捉憎え悪方半因の最基追と終に段．歩予査階が行後を用死，の亡睡であるとい 生表策人きがいを 1つの具困め体難実も事的で際あな集もりのとし2001) 生がいと齢の生
いの年3 子を 生命調， 関連眠検，に生ついきがて て 現差がすがと大るりことは 的るまた命予後の研関連に する 個対 にきいくたいの 実にで約あ なコホート 究 約7 の跡 いて討する

旧本衛生学雑誌］ こと。
56, 535-540 

典長弘，谷川佳明

高がてを［と総齢そのい中合心者の文・都献幸の関に市福連的研「生要考感究察因きと］ がい」 本議いを「j生含の論と研課すめき文題究がるたのでいこと研目研報」と究的告。の究成は定のさ果，義方れ国を向たを整内概定を外理義考念のやL規え，定関る仁生新連際L要，きのしが今資因く

考察で論じている。
につい

， 藤星原E二
の：生関連き

2001 

75, 147-170 

柴田博

3サ［ン9日（グク2本），セの老条ス1年5件2フ医－ル学15ー会4エ雑イ誌ジJ 

と「サクうセスフル・エ講イジングの条件」
2002) い題目での教育演
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第 1編研究発表

生測定きがの仕い方の ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン ］ 研 究 成 果 ・要約

心場合がは的な合強領か理いはがはスい域っ的以ス関たコのーQ。連前精コアOア神がをもL認現が低的と高在め領いはい，も域と関生がないの連，いきQうが生が場O明深L合いきにらいがをにかおこいなはにいとがこく生てを以のし，示き前たよ生がしにこういきたあなとがの。関っと有い心連てしが無か現理は現在認と的し在Q，めなO生あ精いらL場神れるとき

高唆ののに3齢要生生とし者命活今因っうがのて予る慣生重生後。、命要例病にれき予でがはえとら後深あい，ばのが今に，いる因対重宜回関こ子検要生連とLの討，が活がを関主明あ因し主与行確子栄たるに習養にでこ3つ慣示要あなとい，因がるさどて睡れ以はこと深考外眠たがれく時。のんえま検本や間因でら討研子脳，れ指で生究血摘たの存で。管ききさ高在疾なが高れ齢齢患かいても者示者等おのっ

たり。， 習回 」

観混かど 。

なし
特［論に考な］ し

サれえは（QててなクOいおいセLる）こスり，。，とフPはここrルoののいd・u概枠うエcti念組まイV枠Eみで旬ジ組をもン（みすな社グべはい会の。てさ貢構のま献成芋ぎ）要者まで素のが成は学承り，者認立長にしっ寿てよて，っい生いてる活る提わの唱けと質考さで
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

坂吉玉村置か田清典淳美子子，， ， 

4生頼患の［厚9(1，関きらC生0が悪連．れの性い1感指4新，標と生ス1~循物ト環死レ器ス亡疾， と

生器疾き患がい悪，明性スら新かト生レス死，る頼亡ら及れ感ぼがす循影響環 生主観きが的いな，人ス生ト観レまスた，は頼健ら康れ観感では，あ

について に物すこにと。 る。

ほ(2002) 

早多幸ず（坂Z，み治0信大02見）哉木ほ守， かい 在観4ぼ［厚9宅す0的9生要健因，の康2援子2指感護標2高に17 齢影者響のを主及

響在宅を要及援ぼ護す高因齢子者をの明主ら観か的に健す康る感こにと影。 特になし

福本木ほ（村2か田田0寿和有02幸子生）， ， ， 

地感以上方都住抑市民うに状主お観態ける幸65福歳
北大得か東多点ど北数うとのかをZL対一Iとng象地い指方とう数都こしに市てと関住，を連民実明がの際ら認特かにめ定モに年らすラ齢れーるのルると 改老用も訂いさJ版れモのて指おラ）ルとスし本齢がケて語示ー者わがルには訳で「幸広さ福れもく使なたと つの 的につい

のは性，日標本聾り，の性高日 に翻お国いて そ

4て[9日（2本），公衆衛生雑誌］ と。 の信頼， 当 されている。
97-105 
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第 1編研究発表

生測定きがいの
の仕方

［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果 ・要約

生きがいの有無

生亡環ははてしく循器，っていにき環疾心が及いきく器理いた患必ぼり疾。予社，い要す患女会ス防がえ影死での的あな響ト亡要いはたるレにス，，め因ととつ答脳心考，ににい頼血疾つはええて管患，いたらら検者疾死生れてれ討感で患亡活たもし死。が習配はとた循慣慮亡有そ結環意のにうし果器相でなてよ，疾対地な関る生患危危域連いマき者社険が険が悪がみ会因にい性比子有づらが新べ意れだくあ生，たにけり物男上。でるを死昇循でなとし

働ス世ホ ， の 全症者以たi横関5。国上を2断連8有1の8人調要在のさ査因を市宅な研）任町でい究意村暮要］に援でら抽す護，出6認高5歳齢知し

さ活ギる島 散め

での 家昧アら

オ 物す
ん 動仰生法ラりジ

のる世治話活 教ッへ の き

政が尋ねいのた，動感。 ）宗じ方に対をす4小信件る で

全改ケ1ー訂7項ル版（目~o前~aモ田le ラ ー ルス 平送居ある［（横関（~成地，っす5連1断方歳1，たもる：調要都7者年し4査ま因以市人を8く研）で）月除には上究に在住のにく］の死北住所3う1東亡不ちし全北，て，明員郵転町い Hがそや市か重ラに要ーに在老なル住要得いす素る占るたのが6一め高5歳つに〈以ではZ上u，あnのg融る指男康と数性状思がは態わ低どやれいの，たこ年。活代と動が水も認，準女め，性経られに漬比状たべ。況健等てscale) 9の） 
ら， 197

不で

'090人
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

金河中ほ（村村子2か0優好勇02一，子）， ， 
在康Ig日観（宅5本）高，と公4齢関0衆連者9衛すの4生主1る雑6観因誌子的1健

康わと感。が国と関に連おすけるる在因子宅高を齢明者らかの主に観す的る健こ
特になし

山本雇吉台、則和縁子子，， 

石国ほ(2C02; 

肯継高質」齢定続と（者Q意。的O欲なをL介認）と，護識の生す関とき介連るが家護をい族者続感柄のの，介心別お護身に検よのにび生討関介す活す護のるる 介決的定ぴ護，定イL者因，ンし子の得たタ生分。ピ点析ュき，がーの分結いに布基果にのづ関か広すいらい項るて項過項目目去を目最のをを設選終質

子美克本（子子~田0斉，，02亜藤金）ほ起恵川か 4一立要［9日（人度因8本）暮の，と公検7そら衆9討5れし衛－高に生8齢関D雑l者連誌のす］る自
地 域一の在特人ら宅性に暮の，自ら社一立し会人度高暮的に齢特らよ者性るしの高身を実体齢明態者的らを特かを把性対に象握

特になし

精るし神，こ的さと。 す

小野寺理佳

別足f4家（居度2族）祖，を社母7め会7の－ぐ学育8る研7児一究玉考；援察満
孫代おかなち，が間をとよ祖検別関らび居係討母，支す世すにど援代おのるる頻祖いよこと度母子てうと世満。のに内代支足育容児援の度を支関がが把援係高な握のにきく注満しれなた足るる目度世ののし

特になし
(2003 

近藤勉

高定有fン4老（齢効にカ3年）者性お，リ精3のけン神3生9るグ医セスき学34がルケ雑4いーフ誌感ル1測のア 在高ケ宅齢行ーとト。高ルい者ラ齢，イとを信者ピし対頼でてン象性あセグにスるルと生福妥ケフき祉当ーが性セアルいのをンン感用検カタを討一いリ測仁てをン通るグスう 生て合意あたき欲がり意jい的，向ると責上感で識とし任感あでをした感あたじり「（何，近をるとら事人ものに役も目立的かききつを存も在成っまく
2003) 

張でし って生何と てい
スを 測行定う い えまたを

れ意てい 。藤れ思る鎌るときに，も達恵も）て。、ー 。
る識 ・田， 2003

堀田力

状高f老4（齢と7年L者謀精8題の神5社3医－会8学参5雑8加誌の］現
高齢者の社会参加を考えていくこと。 特になし

2003) 
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第 1編研究発表

生きがいの
測定の仕方

研究成果・要約
研究参加者 ・研究対象
［調査方法・研究デザイン］

改訂版PGCモラールス
ケール（moralescale）の
全 17項目（前田
ら， 1979)

2000年に全国初の市町村
（東京都特別区を含む）

の協力を求め，住民を対
象とした調査を実施し
た。各市町村で住民基本
台帳より 65歳以上の高齢
者を無作為抽出しその中
から医療機関に入院中の
者や施設入所者を除外し
て調査対象者を決定し
た。最終的な全対象者数
は6,094人となった。
［横断調査研究］
（関連要因）
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「生きがい感」は「私の
今の人生を良いと感じ
る」「毎日の生活の励み
になるものがあるJ「私
の今の人生に満足してい
るJ「私は今の生活に 『生
きがい』を感じている」
に対し「まったくあては
まらない＝ O」から「と
てもよくあてはまる＝
3」の 4段階で，回答を
得る形で尋ねた。

生きがいの有無

現在の生活の楽しみや生
きがいについて

を
状
な
と
ハ
め

い
い
あ
だ
て
求

ぱ
な
’
い
ね
を

つ
く
ら
ら
尋
答

い
た
な
く
と
回

感
つ
る
の
J
に

い
ま
す
ど
か
図

が
’
と
ま
す
の

き
し

0
い
ま
状

生
と
を
は
い
ゴ
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「
叩
態
た
思
シ
た

なし

調査対象の基準を満たす
高齢者は21施設で1,608
件あり，そのうち381家
族が抽出された。この381
家族のうち， 44家族が調
査拒否 ・高齢者の入院お
よび死亡・その他の事情
で除外され，残る337件
の家族から回答を得た
（回収率88.5%）。

［横断調査研究］
（関連要因）

I県T町に居住する65歳
以上の在宅の一人暮らし
高齢者全数を対象者とし
た245人から分析対象者
が101人 （男性20人，女
性81人）となった。
［横断調査研究］
（関連要因）

1998年に北海道の人口
180万人規模の都市部で
配布調査「育児支援をめ
ぐる世代間関係の実態調
査」を実施した中での回
答者である祖母11人を対
象として， 2001年 6月に
実施したインタビューに
よるものである。
｛横断調査研究］
関連要因）

1999年 7月上旬に大阪府
老人福祉センター 3か所
に通う高齢者306人 （男
性60歳代75人， 70歳代70
人，女性60歳代74人， 70
歳代87人，全体，平均年
齢69.79歳， SD=5. 19) 
［横断調査研究］
（関連要因）

特になし
［論考］

生きがい感はいずれの場合も介護の肯定的評価が有意に関連
しており，夫・息、子別個の分析でも同様の結果が得られた。
生きがい感は人生に対する意味感や意味をもたらす活動の存
在，それに伴う肯定的な情緒に焦点をあてており，介護に関
する肯定的認識との概念上の類似性が高い。生きがい感と肯
定的認識の強い関連は，このために得られたものと思われ
る。介護者の心理的QOLや生きがい感，介護継続意思の検
討には，その介護者が介護からどのように喜びゃ満足感を得
ているか一肯定的認識ーの把握が，否定的認識の把握ととも
に重要であること，心理的QOLなどに対する肯定的認識の
重要性の検討には，続柄の違いに配慮する必要がある ことが
示された。

要介助予備群は，自立群と比較して抑うつ傾向にある高齢者
が有意に多く，生きがいをもっ高齢者が有意に少なかった
が，要介助群と比較すると有意差が認められなかった。

孫と別居する祖母の支援満足度は，認知される精神的支援量
が多いほど高くなる。子育て支援の負担感をみて，現在の生
活の楽しみや生きがいとしてあげられているのは，「学生時
代からの友人との外食や旅行」 「仕事，社交ダンス，友人と
の麻雀・温泉旅行」「野菜っくり，鉢花，老人クラプ，友人
とのつきあい」であり， 3ケースとも支援とうまく両立され
て，祖母に認知される精神的支援量が増える。
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相互扶助活動をするNPO・ボランテイア団体への高齢者の
参加ぶりは，かなり目覚ましい。高齢者本人に生きがいを与
え，活動の対象者や地域社会一般にプラスの効果をもたらす
高齢者の社会貢献活動であるが，日本の現状をいえば，まだ
まだ受け皿が少ない。日本のNPO活動やボランティア活動
は，相当強い意思と生かすべき能力をもった人が，特別な意
思力を振り絞って飛び込まないと，参加できない己

Q
U
 



（発著表者年） 程主 目的 生きがいの定義巻 （不号比）肩·~＇」頁

長弘谷・－ 藤星川原佳二明 伴「「生生う感きき情ががいいの」」共分のの構対散構造象造と一 在証宅的高に齢明者確のにす「生るこきがと。いjの構造を実

典（2C03旦a) 分学［ム日析会本誌65ケ］－ア79マネジャー 意生てにをく 」象」がし

る jあし,, 

ら

河

内尚明 介療介法4険［0（日律護は護3本）保2機家，保0老能険お0の険2年東立2とし医と場京法て2学高的か5い一会3齢介側るら雑者護面か誌保医一， ］ 市民公開京記を録講報座告介とすな護「介っる保護てこ険保おとは険り機，と能執高し齢筆て者者医療 特になし
2003 20 0組2 東 いる

かの の取
りみ

長弘描，谷日藤川日原佳明 構高が齢成いj者，のに身体地お域状け差況るな「家生ら族ぴき 家高と齢族m構者閉成連におやに生つけ活いる機て「生能なき村がらいびjにの身と有体状無と

時ほ（2，か：3ιb)' 4に［叫日生4本）活，若機39年0能医－と学39の会6関雑連誌］ 近討郊すvノ問ニるュこーとタウン地，農域に地お域いて大比都較検況市 意て 象~ がし

生をるく 川あし

ら

鎌近藤勉 作4高スの［社3齢成（定タ2会）者お義，ー福9向よル祉3けび学生生：~IききI が式がい感 わすがを作そる国成のこの結しと高果。，齢生を者基きのがに生生いき感きががをい操い感作感を調査 験考古あた宮察で価論定以直そででは値義感れ上あなきじている こ密査意が批れもさ研含判れ的ににまでの生き
田次日 ）のし スケーいのはい の経

2003f い感 義Yレ 的に定 か主も，のら 的7っ5ましてに、導カも斗。ずき: 究A照た思者考免あれもらのさでれて

し冶し、 観やは，り でしり，
特の や人生 まてい
るので いかとい をれる
ことは ない。

ハUQ
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第 1編研究発表

生測定きがいの
の仕方

［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研 究 成 果 ・要約

学度「 程2め） 手各た分生上散き構がの造い分j生析構き造がを用モいjデいてルの分対証に析つ象的いやして伴た結自う果感己情，（長主へ体谷の）川影た響がら基を（2盤男00女と1）差なのやっ

の レ 要素での強「さについて実対証 なデー タ で 示 せ

アプ 友フ

割割な と

いる がな

い っ

た 尋ら

ねな 。

なし
特［論に考な］し

連井会学生組共続者活通み口が相昭認中をら全福久談識始心体教祉員めに授的関そ共たな係通。のならっ他名者言カて哨古語J幅．込屋行広わ研大政共いり究学，参同を者老弁加検も，っ年護者討医科士支を師援含の，ネ，社医めにッ地会師向たト域研学けワら病学究てーと院弁者会，ク，名護化，をM古士発記にS屋W者足向・弁，jでけさ福護消せはた士祉取， 費， 

生きがいの有無

農有地示世タ村域代意さウ地差共れ域にたを健。域の認っと康大農てで問め都度村関はにな市地男連強自か域性近己のいっ郊評強で関にた価地連おはき。域，家ががい「生知族異のてあき構聞的入なりがで能成院，っい動経が世た「j生性。験代強のいのなにきま関有が関たよら連大無い連びっ要都あがてにを因社認市正り「J の的し役性割て合割，別両がやに

の変有動ウ無にンし地たよと。 l生負と耳め近b、郊，のきがニ関連ユいJが← 

生きがとい感目尺的度あを開る発す
るこが で 。
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

本子美克（子2，子田0斉，，03亜藤金）ほ起恵川か

一人暮年齢理らお由し高よ齢び者ーの特暮較
一地分者上か域析）に（の在象宅との一人暮後理人暮期社ら会高らし高齢的し齢者特の性者前（全期数高歳明

特になし

性らしの による比人
齢以をら 対6すの5～身る7体こ4歳的とL.）。，・ 一心と 7を5 

か~日（ら2本），地域看護学会誌］
85-89 

笠鄭野か原漢尚和雄忠恵，，上， ほ
会5下自［副日立障活5本）高害動，口齢性Zと腔1者生9と科ののき学2摂が2関会6連食い雑・誌社鴨］ 

者動能日常をス象調習ポー，ツ生を口腔実そき状が践態いし，てない食連るぴ自社立鴨明高会下ら齢機活か
特になし

性，す対宜をるこ慣査にと。'L., れらの摂闘ら にを
2003) 

小資江子（藤角2，田0茂弘ほ03美子）道か紀， ， 在介テけ~ト日入1宅ワるレ3本Lの虚ーコピ在弱有4電←ク4宅効話高形デケ成性5齢をイ0ア活過者ネ学用程のー会ネにタし誌お一たッJ 介弱の護助高保齢長ネトし者険ーをワた制の図ータ在度生ーるク宅介形のこき虚入非が成と弱該いをにを高や1当よ目5齢心的かると者理月なテと同社間っしレ士会試たてビ1在，電み的4名宅側話たコ面虚ー

特になし

活デ不イ を用 の
ツ 。

古代子，村中美島津洋 健合学か~老（康いびら1年），なを看通7高実護8齢習し学記8者て~ とのふれ

地通学域しで生高か活齢をす者明のる特高か性齢者すを学と生のふれど合う捉いをえ
特になし

の実習分析の
んだ らにるこ がと。録の

2003) 

直（井200道4)子
高族と［生齢家（き者高族が齢）のい生者研のき究が生］ いと家

を日本分析の高し齢者の生’きとがいと家族の関係
般部論ととえしては生幸高がいき福が齢いる者感。いには幸場心か福合がな感移にりのきがい ていく」 。 ー いるが の は

地たのめ生にも生きがきとがい，い居と 重は 重る

10, 20-40 なるのなって 。
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生測定きがいの
の仕方 ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果・要約

生きがいの有無

）な有齢がっなと比意たっ理較唆がにた低有高由さし齢意でてかれ者配，っγる 齢別齢意とと者の者のはに 外が生避よし

らしに本な研っ究た高 やな 死重

れた。

改1ー訂7項ル版（目~o前~aモ回le ラールス
平町保成13年セ現ン在タ， 北海道T

7と1名，性齢の能0者生力別とのき有が意い差（モはなラーかル得た点）そのの平う均摂示みちと剣宜込点なしし道は1高膜3齢下調こ3査障，者と対害が中で央は値中よ康1央葺ぴ自と4 ケ scale）の 健 一のバレー
全ら， 1979) 値岨目噌高 高はい生モ ール得と点有つで った た。 象おの

立バ考を維ラえ持ンられスし社でのた。，会はと活，れ動良たラきが良をく好岐高いめめな食，て生生意問。題活あなきが関なを連可いく。飲能をにつ ，がめるそっれていにるよ，もり栄健の

なし

「出雲市生ピき事活話がちをい対J視作族支交応品覚流の障の型参 社デ向イサ←ピス事業に並生握割が宅与ネ行形遂虚ーできと成弱理がしてテレピ電と話によ担事ー高てネる新業齢，）クう特者形たことトな友高が齢人で者やき

加聴可抽諾デ［く実者覚，能出イを践3が得サテな：報，ー名高た日レ告の常齢本1ピf生者例電人スう 業， に な

る士会と考者用の関あ係全質ネえをり員をらッ促れのト進状るワ。況ーL在把，ク 高解いさづ齢れに者るよ〈のるこりのネコ一にーッ端よトっをワィ 成機にと能には必， 電
でが

対要話ピ象活でス コーデてに役寄イ 行タきーがデあばイ在サうーデピス 支テレがピ
でと無家あった承。 並行向上し すれ，ろ 宅虚弱 援サー

のの るで 。

なし

全改ケ1ー訂7項ル版（目~o前~aモ田le ラールスale）の
ら~c 1979) 
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

金子勇
高がi生0齢いき者を4が類求い型1め研8てご究と］の生き 高分握そな齢類すっう者たるのし研高てこ前究齢，と進や者。高に層齢高と齢者をっ社類て会定型は研のご，究基と準のの♂大特によ勢性より力いっを把てっと

生義活意会総だを括味，堅の関きし係が持たなををと確。感行いかをしでそをの「竿ヮ自分えき状で来るを自ジ喜活態へ由ナ「安jびかのなj定展闘しととしたし私可観て生の的社定生の能な占

2004) 

， 
認もじちして未識， わ人がり

てっ，たる意。オリ ルな望す中間る

藤（崎200宏4子） 
高［きき生齢ががき期いいがへJといの家（研高移族究齢行）］ 者との「生生 現代の高齢をる者歩のたちは， どのう現がなよ在高いう齢~の中出な主期生年すラを目活感期イをしフコース み，どのよ

生なきてい かそなし「て
のかでどのよ

10, 41-51 じてい齢そるのだろoううか。生と移，をきり行描わけにき
から高期へのステージ
つつ， のプロフィール こ
と。

安（2達00正4)嗣
高て関の［生係齢生のき家者のきが族再がのい構生い研築親とき究が族家］（高族い齢地）と域者し 要高のをうと齢再生。なな期構高きこ齢築がにと社おいしな会いてとのていにしか家てとくに族，こっつてさとーい親が，らて族，にど考高はの察齢現地よす域者代うる関のに自係重身よと 人だすが人生’活をとの齢でなごばてい者精形かれきしで生き生る意きま論味が形かたを役成得いをらと見い

」 れば，る の

得動る、に生論よると過が高よ のて生逆い的はにき。役安脱がい 割退は取活あとく

10, 52-64 い」理うと生によきがっ 神成， 離な 割理定 るされ

ている。

井（上200治4代） 

配死話齢族［生偶者）者がき祭者のが「喪把生生い生ーき研き遺とが究が核骨］いい家と」族のと（対家の高

ワークと が本研究は証配っし偶すてて者いるの喪るこ死央とと者。仁い祭おう杷けこがるとグを「生実リーフ
即い」してに論な 例きに

「生生きがきい」 は，と生きう実ていくはとりあ
い， ているい 感のこ 。

10, 65-84 

子江淵，田安英梅津勅

在づででサの宅生ー整きき高備るきビ明齢生がスのら活者いにかあが条おを仁り住件けも方すみっをるにるて当エなつこ事れ生ンいと活者パたてで環のをワ検，境送ニメ保討でーるン健す，ズこト福健環るにと基祉境が康と

生きがいや楽しみ

2004) 

と。
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生測定き が い の ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン ］ 研究成果 ・要約
の仕方

が査たと事票いイJ 例をン

いて

康開発財

なし

筆資［き（横関者料た連断がイ要調こン査因れタ研）まビ究でュ］ーに行調査っての
たと「生してきがいそ」がれ，とた大生がをと切でつはき「占が，にひき」いるもとしに探つてっだ対求いろのとす広要のるうる。素がプ「「趣そロをり面味セをとし」Jのもっ持係構生「続婦すが的ななぞ関いのるに係j存潜感ら覚jえでても語要意あも「る

人と。関みか係なjれ1もこら スて つのの友棄のつ

はあの，でるはこものないしと感たかとじら思れわれる，る。その。棄よそをうな感お覚関をもし「ての夫成にな自き己か 在そんでをい味る

なし

外2夫かウ~o横関∞婦にンら連断年へあで3調要事1高のる0査因齢面例月高研）蔵期接のを究寺提名調を］査示古ニむ屋かのュ市結ーえ郊果たタ

域中，生関心

もの

し、

なしお

なし

本配夫事がたい偶。婦例論いう確研者遺で文を骨，か単究でと位配のかはをは偶存，間とら「者在で明死こし喪夫感れた者ら核婦Jか長まか後家のでとにら，伴族一なものそ故侶緒のっまの性死人たにな者暮。のは「ざ分遺継祭らし配J骨続杷し性た仁とし「死」対親て「「者和話故い携と性人る帯Lの様，のが性対死子生一」話者が部にじj捉でおるとがあいなえこ 生ったき
るられと

てと， は

なし

訪宅で高問は調齢，［域緊た活ピ相査生急n者へスシ互のの時ときのスのが充グエ主のテ条実ルい体支ンム件←なパ援的の・J楽プどワ条なシでのイしメ取件スは具みン」ンテり人体，タで組ムトと社的ビ環，みはの会なュ境参，，交貢ーエの安加保流調献ン整全健型，査パの備で医の相場のワに安療多互複やメ向心種福支合機ンけ祉で多援分会ト，様サ体き析環の「るー制な個境活の環保の結の用ピ条境健ス整件果条，福件健の備の，が在康整祉得J 活， 

備九サなら生， ーれ

R
U
 



（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

前佐藤田新雅也， 単題身：高自齢殺者とのう抱つえを中る心問 齢自殺者のと抱うつえにる関問連題をし論て見じいるだこさと。れる高 特になし

2004) 

f老5(2年），精神医学雑誌］
162-168 

鎌近（藤2田00勉次4郎） ， 

影高人1を［ら老5福対齢響み1年0祉象者す，た精の要1るセと神2性生因8ンし1医別てタき学都がー1と雑2年市9い高0誌代齢感町］老か者に

す生きがい感にはどもうの，、にて違そよもれうう検のなは討性要かを別因，行がやさ影年うら代響にこ

生喜主，る・き鎌欲在識が向自と田覚上い的ででき，感と。3，づ，はりも）何認。，て自さて事家分生めらる族がてににき意何やいてもも識人かない目らで的のけをっくあ役張達れたをる成にばもとり（立合近っ思とし

るのか しか

つていい でああをしあるもり要にとよってどのよ
因の重みにつし

藤たえ にたも

200 

柴（2田0博04) 
4高い［1日（齢とZ本L豚者養9の肉豚7長学寿9会9誌生］きが

高齢者の論長寿ずならびに生きがいと豚肉 特になし
について ること。

川吉土（本井田能理貴ー，
4地的［1日（域健1本）康在，若住9に年2高関医齢9す学8者る会調の雑精査誌神J 

Nいoをtp感layじinなgいaJsとefuしlてpaいrtたを。「生きが

2004) 明

岡（本20秀04)明 在つ宅い高て齢のを女活明性動ら意のか高向齢の期充る足に状おと況けるに活関動連すに
特になし

る要因 にすこ

石佐子子（橋久，，20智但滝間ほ志昭波か） 保， 順 蘇5ホ［厚1（ー1生）護ム，の草ヘ7指主Jレ標要パ11ーの就定業訪
葉行パ市にーい部従の，事就の介ーす業護実る自保治ヘ態険体ルを施パ明に行おーら後かいをの対てにホ訪象すー問にるム介調こヘ護査と事。ルを

特になし

事の者指
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生定きがいの ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果 ・要約
測 の 仕 方

なし
厚計［論生か考労ら］働得省た数の値人口動態統

近成が式藤）しいjた・感鎌「ス高田齢ケ（2者ー00向ル3）け地生（K吋－き乍I 
歳。女来と全所男新待以要はし体上者でのに外平傾はは，均向向退

で 者人の

重感てこの 重で要あ間は

要あなる 性えとらなに

なし 特［論に考な］し 長取と寿すものるたこ寿めとに必も心須伸ので、健あ康るも。のた本めもに献のも脳，し魚卒た中に近のい量少肉のと肉類それを摂に
なう 命はの延にっと日 人貢 のは食減で，ある。

General He(6WQ－~~）es- G立ほを「H決問たどQ定題ず肯で定にと12積考頻きの極度なえ「い的たが集jに高こ中「取問かとで題がっりき組あたをな解める： J各づ決なでい々と「生~いき「＜きなっ自0信がいたOJ項を1い「）生失。目を活でう感がはこじ楽年とな齢がしし層づあくがなる「物Jい高「事」役い
tionnaire12 

なし

動意第てるもの活向にっ1活が6関動とこ動す知充，意社意足るり向会情向たきが報的いれは充活充をにと起足動知いくきやかさらうれ学意れなっに識習やいたく活者。すがく低動いは，傾社いとま比者向会た較が的は，み活学し活動習てら動散活れやに学歩動た関。や習仁す運活第おる動動け2情にににる報つ活，お活動いけを

なし

現が在の就%「にと生（社業対と「き保理最生しが活あ由てもい多費，り（択）畳のく社一録，たと会）収常型め参で入j勤と加はパではを，の合ーは目「た生半的わトめせ数きと」（がいがぶな・~社家%収もし会計）に入の参加足どのたすめたJ る
37.ト9 した の的ましに

ため て と っ 。

パー 近祉を3保選く6 を目割とし留て
いたりの がで多は3 に
ま ， かった。

7
I
 

Q
U
 



（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

俊藤郎ほ（2，，泊本0泉、岡0俊4弘） 田男克， 地がつ~厚1 （域いい4生）在て，をの住規2の4指研定高標齢す3究1 者る要の生因にき
礎要生地域因的き在がなを住知明い高づら齢かをく得者にりの生充き実がいしを規高た齢定めす者のる

生きと尋がきねいカ旬jた、。やにつ『はいりてjはが，あ「生り活ますにかI」生
をし行，っていたく の基

見 ること。

蘇暁山珍淵伊 林毒

2c，ほ04安） 治、
因きがい大感在~厚1都0宅仁功生市高関，の齢連に1指居者す標住のる6］ 生要している

大き都が市感にに居響住現す状をしてい査る在宅把握様高齢々 し者の生因き

がをい明感いらカ斗影のこ る与をこ調えと。てい・る ，な生要

鈴畑横ほ（2木か山田加修節明4美子）治，， ， 
仙す5区の［1厚健0台にる功生康調お，市の査3宮けと指3生城る標独3活野］7 居実区高態内齢にT者地関

高地会高活なをり齢齢暮活実図にいに化高動態おお者るらが顕著必活づ者おす身闘と体ず世のなをよるく状実考帯びっこしり社況態やたえをもと大明都確家活査環明た庭市境のめにらしのさと住地れ宅て社団い

特になし

事齢やいけのをし者健業家把高てる生康展齢庭握， の 生やをる か質ににの域向ひし上と

て日常生

の動態ら 調会。 について

蘭美司之（~ 牟0安阿04田村彦）洋誠忠
準t~寝，；そたををの用向き評上いり価高たさを齢介せ行入者るうのプたこ自ロめと立グに。 度ラ，Uムとf心をe理試R行的e 

特になし

和田修一

高済5け［都副齢るI市（）者特社，問4集会の8題現保生研代6障き究0社が制］会度い）にと経お

高み「齢高た齢者者との生済きが関い」りという視述点から

生なっき面界がて意意あき化」味いひに識る属。の的対さとと本す位れびも象呼置質たるとで事社付はのばあ象心会意れける理識で的るを），）意的ああ内そ満容味るにりれ足世いおと（はと個精省はるる（「神作異生意人人

2004) 経のわについ て べ て
し、。

の働 は反
用の

活生識に世ので内 界すけ
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生測 定きがの仕い方の ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果 ・要約

野活ヵ持＝ せ

て

都のでじ市交やす実自在流すべ己感宅，のいきを高役サかもも齢割ポの高にるち者つ心齢ーでをと，の明者考あい身生ト確生のてがるはえき提充健こにき自らが供位康が覚実れとい置いがででるとしを感づ。いあたうき感か高はっけるりじ状齢，たが，るる期人況経第えここ済々たにをと1と。送があ的にとが，人でのにるっで社かてときともき会安かの，いきる参定わかそ，る加かり，のわ世者え状感中でり代何での況すはら生中， れ聞を

充あなるこ。ると感第がとでき2，にき との高とし考齢実中た にる

計頼そたはま。

なし

慮高あにる齢，るとし介考者たい護事はのえ予心業健る理。防の康充や的寿生実状命活が態を支大と延援変のば総のにL合観重，要的占Qでで者OL健あ向の康上り向，とを上生身目を体標き図が的とっ活すいて動づるい必とく精要くり神たがを考め的あ

生きがいの有無

なし
特［論に考な］し

個解活し所人決なをよう高す得が支活う齢動るえをにら者かが自る思と律のが中生わも核生的問れなき題なき生がは占（活い視金あを営る白かむらとすいのれをら解支れるうとーと 高の齢パ者ラは年後参なクな加金スの意に経味がにをを依済をどとし存生持かうもで そ とては老ド

つのな がにるういの年あのでああるがいるる。生。当は活てそ 支同るえ種等るとL上のし）てで社重，も会要， 
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（発著表者年） 巻論［（雑号文）誌名，］ 頁 目的 生きがいの定義

二難北宮波治園益一峰明枝子江，， ， 

願係高中~日（年望山I本）間の，・地7地地生域5域域き看活が8に護0お動い学けとと会定のる誌住中関］ 

地中びと域定。山活住間地動願域望にのつとのAい町て関勤係に在労を住，明す生らかるきが中に高すい年おるのよこ
特になし

ほ(2004) 

古子品（子児2，田0流04加）石伊代藤ゆ
在に~若（宅関1年）連高，看齢す1護2者る学要2の］0 外因出の頻検度討

特になし

流子子，石亀ゆ山直り
後意る野『健義学レ5康習ポ1学高ー内聖齢生容ト書者ののの実実分検析習習討終Iに了のよ

お『健意ける康義るv学高と齢生今者後の学実習習課j題内終容了を後分析レポー実かトに
特になし

すの 」と。 の について明し，ら 習に
2004) 

松（岡昌則） 
2005 

齢社農地県区［生村域者会山のき本事）高ののが社齢郡例生い者会藤（き研研里の関が究究楽係町い発］未とし表秋み地回地域高田と

過疎と山村そとれにおをっけるをく探高り齢出者しのてい日々る地の域楽社し

会み関係の関連 ること。
生高満L齢足てき捉が者，いのそえのる日し場常。て面生安活心や契のに機お重にけ層つるし棄いた構てし造みは，やと

11, 22-40 

森（谷20健05) 

高生［と生（研齢老きき者が究人がのい発をい地と表研め域地究高ぐ社成］齢る社会信者会関）与念の
高馬地を齢県域め社者高ぐ齢会のるへ信地者域社会への交害検関与討えし態度考察をる 群

念ののデ関に与つーいタを阻ても すてているこ老とL。， 人

役じ割るをと保し持たす。 ることが生きがいに通

11, 41-55 
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生測定きがいの
の仕方

［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果・要約

教旅長人「仕，・家事近 子とのど団あもいら・孫，ん学の，習成友・

養行， 書趣地活かづ味域動否J，活かきスポーツ，

テとなイアる 動が生，ボきがラいン

女づス中たいポ山とく」ー間もり地ツをと「仕推い域な事進のうど定」，す中住多でる高願様必あ年望要るなの生がをこ7有あとき割がはるしが特。てい地敏形い域で成た活。あを動生考っに慮たき参が。し加今いたし後の中，高第は「住，年1み位趣の続味健が男やけ康

うが

なし

なし

なし
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

浅（川達）人
女生［生（性研きき高が究が齢い発い者と表研地と究高地域］齢域社者社会会） の 女に性よ高齢者女会すの性近関る高係隣齢関をと係者構。を分地し析域て社す会ることど

特になし
2005 

のを明よっうらてかな社，に こ 築が いるでのか

11, 56-77 

木（2下0征05彦） 

例地会者間が問域題関いのにを」社係生検意おにと会識。の討けどきにネおづけたうりトるコ ミュニ齢かテ者がィ的稿域動生高理奇社齢事す人のき

生もきJがいをと「人ま々 の生定すを意味づける
ツ ワーなクは高る の の と ひ ず規 る。

の新あょ につ が
で のために，ク

る がるL，いそのなくそ成ネり果にッ取とト意ワり組義ーむを本地括整と

11, 78-104 

デーケン， 高齢者の生きがいと

平均年何’，ーの寿役人マあいが命生割でるか生のいの，ににき延人つは意3が長3分生い味い0年のてににあとつ深間もlるなれふをも〈老り生寄てれ占年う与，めてき期る定す，るるをか考年時るこお退代ユのとえ職後入

生探求きがいを通して真の成熟への道を
アlレフォン したい。
ス ユ~o老（ー2年）モ，歯1ア科07医学］

2かテにり0 期い』ーくこモる間う(2005) -112 

アと。 るこ

野（村20千05)文 の~：日｛概高3本）齢念，看分6者護1析の科生砧学き会が誌い1J つ「高い齢で支てを分援検者，析看対の討生概学きが念実をのいは構jじの概究各を念明分に確の野お用化で法すのに

齢用こ性者と 護輩すLのるこ践と。や研造め ける有高る

ワ「「I生ーKIきドGがAとIいしJ」て「W検「高o索r齢thし者たLi。~f~g歳」以を上キ）」ー
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生測定きがいの
の仕方 ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果 ・要約

なし
①地と方が都示市きよたりも大ま都た市，そさ②郊のれ外近地たの方暮閑が， 近居隣め住関た係年世代数は調にに密もで右ある
規れこ定るがさ，れそるれれこ以と。上が示に唆， 。隣に 係らはし始， よ左ってさも

なし
「新 あすへのfプ遺ズ産をjプロジ見生多ェクト協づ間を働関く検係にり討をよ「し新後る コミユニ
テをるぎ作出プィしりがア出すー，地カ域イとにおい通て顔者じのた 世えき代るの人 共押し同い性隣し組の紡J 

こで，た高齢のがい してい
ロセスを認め 。

なし 特［論に考な］ し 生感直き覚がしい磨ほを持くしって心豊かに生きるため今に大切度なのは，てユーモ
見ア を こと。ユーモアの役割を 一 ，すべの人に

てい。

なし
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

井高（橋2出0正訓実，

者霊2スのの［老6（性分意のピ3年）析味，リ3社世精2チ会9代若神6ュ科－性比ア学3較0中にリ17 テに高ィよ齢ーる

わ リ 特になし

ついて

長弘（谷・星川）旦明一
都学お関［日市連会け本近要誌るケ郊］因「ア在生マ宅きネ高が齢ジい者」ャーにと 大要るび都高因に市齢社性を近者会別身体郊活のニ生ューが理あタいウjン地の徴域有活総無機合にを居住観関なら連すから点

PいるG」主Cモの観概ラ的念ー幸ルに福含ス感ケめをーて広論ル義をじのてはいじ「生めく。きとすが
2005 

かにすらるこ，と面動世。「性代，川別を号L、に面そわせ，の生特た T面的明2 
3' 58-67 

竹近吉ほ（藤井2田か0徳克清口5 則）則子: 居がる［シり総宅介いとョ合高護しン齢作予者業防療の趣法士手味生にきよ 作介明に業護関ら療予すか法防にる事士す地域が業る居横たに宅寄め断与調高に齢す査，趣者デる意味ーを対義やタ象生をと謀分とき析題がしいたをし 生支能味にきし性が援的向ていあ活を趣味と機墨的同たき等が画会に捉制設えと作定えるしていた趣標可をま が 動発る。本生 い てい励続る目て へのがか なし の の 継

リハビリテー た。 かいつく事て表意にの欲L 。に行を ょL,う

33(5), 469-476 
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生測定きがいの
の仕方 ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果・要約

なし

生きがいの有無

生きがいや趣味の有無

調要査因研） 
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（発著表者年） 巷官（号話），頁
目的 生きがいの定義

堀小細林井2内か叩敏孝義5行雄）之，， ， 4骨~慈妥［副日~粗症2当~本）窓Q，尺に性老D症2度よL年2の患9評のる医－者検価学2高信3に誌会4齢頼お雑骨性けE誌粗， るO]-

可p高みo齢rる能曲こ者と目とのす’s。骨るQ粗評O懇L価，症表E患d者~bのd［~l~作L評成O価sをte試を0-
特になし

ほ

坂後金Lま藤子野治、康勇達彰郎，， ， 
性動5高［2日（齢jに3本）者尺お，公2の度け4衆作6る衛「－成関日生2常心5の雑6生試の誌志活み］ 活向

行高なし齢こ者とがに日ど常の程生活度関に心おい持価てこ構，っとてどのよ討をう
特になし

っている構か成について評を 造活を動検
，尺度の を試みる

2005) 

相西中＇~俣星宣~~和行壮幸吾，， ， 
反定5グう［厚2応（つ」に7生）Jお，と1の次の1けと4指比スる－標「2較ク1]「D初次リ・期検ー陽性楊討ニ性確ン 辛r別行と本いがのう健最ス。分こ康基析クもと診本有。リと査健用各ー診設のニで場であ聞ンののをグる活状は回と用答受況考診状えをし者分況て，析性実数の施分がすー析最年るし齢たこをも

特になし

05) 

植伊島貫木藤治、秀章常樹久三，， ， 
転5のけ［副日倒特る9本）性予高，公齢8防に衆0推2活関衛－動進す生8事0るリ雑8研業ー誌究にダ］おー

転た倒高か齢予に推す防進活動リープロダ）グのラ特ム性に参に加つ希い望て明し
特になし

ら ること。

ほ(2005) 

-106-



生きがいの
測定の仕方

生き甲斐への影響を評価
した。
あなたの楽しみにしてい
ることや生きがいは何で
すか？ いくつでもお答
え下さい。1）健康である
こと， 2）旅行や外出をす
ること， 3）家族とだんら
んすること， 4）趣味やご
らくを楽しむこと， 5）友
人・知人と交際するこ
と， 6）その他 （料 理
等） ' 7）特にない
あなたが最も大切にされ
ている楽しみや生きがい
には，今どのくらい満足
されていますか？ 1）最
高に満足している， 2）か
なり満足している， 3）満
足している， 4）少しだけ
満足している， 5）全く満
足していない

なし

なし

近藤・鎌田 （2003）が作
成した「高齢者向け生き
がい感スケール （K-I
式）J

研究参加者・研究対象
［調査方法・研究デザイン］

慢性期の圧迫骨折がある
骨粗慈症患者101名 （男
2名，女99名）および圧
迫骨折発症 2週間以内の
急性期の骨粗繋症患者30
名 （男4名，女26名）そ
れぞれの，慢性期骨粗繋
症患者では平均年齢は
73.5±6.8歳，平均体重
は45.6±7.8kg，平均身
長は145.7 ± 6. lcmであ
り，急性期では79.6± 
7.3歳， 45.5 ± 7. 9 kg' 
149. 7 ± 7. 8cmであった。
［尺度構成］

全国20の市区町村に居住
する65歳以上の男女であ
り， 1市区町村あた り約
300人，合計6,094人を無
作為抽出した。2000年 9
月～11月に実施。
［横断調査研究］
（関連要因）

鹿児島県内の市町村にお
いて平成14～15年度に基
本健診の場を活用してう
つスクリーニングを実施
した中の受診者5,492人
とした。
［縦断調査研究］
（因果関係）

宮城県の北部に位置する
米山町に居住する70～84
歳に限定した1,867人で
あった。調査対象者は，
このうち介護保険の要支
援 ・要介護認定者を除く
l, 709人であ った。2003
年8月から 9月に調査が
行われた。
［横断調査研究］
（関連要因）

第 1編研究発表

研究成果・要約

各下位尺度の信頼性を示すα係数は，いずれの下位尺度につ
いてもα係数の値が0.7以上の十分な信頼性が確認された。
また，妥当性検討の一環として，急性期の患者と慢性期の患
者の各得点の平均値を比較したところ，感情的な気分や不安
については 2群の聞には有意な差異は見られなかったが，痛
み，動作の制限，移動の制限，生理的行動の制限，義務的行
動の制限，余暇的行動の制限，生活の満足度の各下位尺度に
おいて，両群に統計的有意差が見られた （p<O.05）。

「家族と一緒に楽しめる」「身体を動かす」「家族の役に立つ」
「友人と一緒に楽しめるJ「自然と親しむ」では，「非常に重

要j「重要である」とする回答比率が90%以上であった。年
齢群・性別に共通する 4つの因子を抽出し，それぞれ「人間
交流志向JI自己実現志向」「社会的認知志向」「安楽悠々志
向Jと命名して， 16項目で関心の志向性尺度を構成した。本
尺度は高齢者個々の関心の志向性を把握することに役立つと
ともに， 高齢者が参加しやすい生きがい活動や社会活動プロ
グラムづくりを考える上での参考に寄与することが期待され
た。

全体の「1次陽性確定者率Jは7.1%で，性 ・年齢別では4.8%
から13.6%までの幅があった。40歳代・ 50歳代を除いた年代
で，陽性者率は女性の方が男性よりも高かった。男女ともに
年齢が増すにつれて陽性者率は低下する傾向が認められた。
うつスクリーニングの 8調査項目ごとの「初期陽性反応率」
はし 3%から20.2%の範囲であった。特に高かった項目は，
「自分は役に立つ人間だと考えることができないJ(20. 2%) 

で， 「以前は楽にできていたことが，今ではおっくうに感じ
られるJ(19. 4%）と続いていた。 8項目すべてに よる総合
的な評価である「 1次陽性確定率Jの評価と共に，各設問ご
との 「初期陽性反応率Jを求めることにより，より詳しい「こ
ころの健康」状態の把握が可能となると考えられた。性 ・年
代によって 「生きがい維持を主としたアプローチJ「身体機
能維持を主としたアプローチ」などを適宜組み合わせてプロ
グラムを企画するなどの工夫が，対策を考える際により効果
的であろうとの示唆を得た。

転倒予防推進リ ーダーのような高齢者は，地域の介護予防の
担い手としてのマンパワーや参加者自身の健康の維持および
増進を目的としてさらに注目されると考えられる。本研究で
は，男性であることや年齢が若いこと，さらに人生に対する
前向きな態度や姿勢で表される高次の生活機能を維持し，主
観的に健康であり，さらに生きがい感が高いことが参加希望
を促す要因であることが示唆された。
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

佐藤員一
が団［日塊い本世労代働の研退究職雑と誌生］き 実団塊施，た彼世生さ代活られの実をたッf退態拍各職と種前意中調高後向査年のをデ期生検ー討をきタ対がすに象いる基にことづしてい

特になし
2006) 

て 関と連
550, 83-93 し

岡白（本津秀政和） 明，

農動向1る［叫日村要のに1本）部お充，因在2高足け9宅齢状るケ活者況38ア動のに学社参関会加会連誌活意す］ 

へ農村部活か在動に参宅関加高連齢意す者向るがを要対充因足象をにさ検，れ討社てす会い活る動か
生能き性がいあを趣味と同等に捉えていた

どのう るこ
可 が る。

2006 
と。

小川弘美

入害他生科：1高（所妄入学じ2齢）］後想居た，者事者的よ1の例言とりケ動出7トア現にラしたり被

A言生しD動活てL，にしが他支ま自入障っ立居たをし者事きた例たと対のすを象大検ト者討ラきのすブな被問ルる害題かこ妄へとら想発。日常展的

生能き性がいあを趣味と同等に捉えていた
(2006 

ブよPル，？うま
可 が る。

と行動

鈴伊長ほ（熊屋2木カ0ミ克一昭央義己， 

生，一つには，

意生動快長なとり「生機，がそを谷きと不統高てれきとら川がらすい」る（と2こといと）実意ははう満験言感識困のは「葉難」幸足j，，さ生福ので「れにと今定定揺あるきとこ義義不充てれるこ幸やが動実いし概感， ， でたきく

の活か，のそ中での実ス

06) り動が，が一高につ齢ど者目のに
いる 0人い03のうb 

い のよ る（個2満005)のと

動・ス ーをツ 震生なを活ものた足中らです体不も れと述べてい
の基礎科

る。

星旦一

す齢高お諸［生齢す化相けき者）めるとがの主生い（健観日き研康本が的究健社づい］康会問く感りのに
康康高い感。康齢の感の者支意の関のま意連援義のた関健義，のにを連康地つ明あを要確づ域いまり因較方てにとくを差検めすにり構討，おにると造お同けことL的時，けるもとに。主るににこみ主主観累れて積観観か的み生健的的ら健健存た

特になし
2006) 

の高
題の

qプbし 健感と 康の

12, 46-72 
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生測定きがいの
の仕方

［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果・要約

なし

生上昇差ががなはききよが幸すがが異いるど福生いあいのるにな感こす退味がはるともも緩時職がののいると代比や後わののとし率のか，影高が挙あっなる響齢高退たげたり。職方めをにるま何受者がなりけをる生増現一能，れほる加方すだにるきどさ趣がべけでなるましで味，いた他対等nな象者のく個へ，に加す人の齢有的るシ用かなと活感にと動はをも個生にを

生活人グきと 童るよると のてか が可実ももさ る。能こま性なあワと支ーがにクよっると。てェ自助，そア従努のリ生力来ン

に なき 実な現が目指に 可ざきでろ援あう。

なし

I集齢充てはこA足，．いれまDL，性社率たらりへ別。会がの抑I得活急の，Aう活I動激点tつL動がににDの傾L参高お得，向加定けく抑点で意のるながう水あ活向っつ低動の準てっ傾い充参いにた者向足加達た。，や状。意趣し交抑況向た味通うが者にや手つ充関は娯段傾足連，楽の向活さしに利の動れてお便得参いに性い点加たくががて要意く関高向因はな連，はいのり者， 年， 未し

なし

平入護［ら実特居成度践別1しI5報養て告（2護い］D老03）女人性年ホー4月ムか
今見めクつアるまでけこ（心の理ケこと的をアと介でるを護。，見びら）趣結っ直し味果にすくく着活，第，と動こ目とのしも（大取，かとに正AにもQり氏O琴生組なLの活やみっ生水（たがを生活彩送。A活暦氏画っのか）のて質へ頂ら）「手生，のくがメ援Jきか助がンといタをり始」ルをうる 。 要介

施と設な理り念ると「へそのと結人 安審ら 。 い

生信長芸将ど（棋働仰），き・，演テがく・麻音芸こいレ楽雀とのピ鑑工，，有を社芸パ無見会，，チと奉孫囲るン内仕碁の，コ容成手， な

なし

［都家ト 者率齢が示関感し］や者発連がはし揮のすで生たし［方域が機比会高まや較齢事す可．にを恵者や能規的い主 向低性一がけむれ保の方地いのるエン齢が文れタ者化ーあ， 就テ業イメ
ン い る高向率地

域やおいののけ 地はさ，れい 傾域持のさ 活生る。動きがに
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

越（谷美貴）恵
2006 後感f介3期（に1護L高関福齢す5祉8者る学研6の］7 究自己効力 B私つ後るu期要たとnd高因ちなur齢のにるaの意者つ「自社欲のい己会生てを効的決明き力学定るら感習づ意かJ理欲けにに論焦する仁に要点影る基響因をこづのあをと与。てひき， ， えと

生可能き性ががいあを趣る。味と同等に捉えていた

森悦朗

認考1う［老7観知え年（特症点る精か治別神療ら号「医治の学EすG雑）＇.誌：と~いを－ 
Q認るととO知。置条L症件きと換治，介療代え護用のて者，エゴ負ーアン担ルウドにポをトつエカイいムンンてにドト論ポ求，患めじイ者るンられのこト

特になし
2006) 

82 

山（岸裕）美子
施果護ちとし設の見に入ら居在れたし働元てさいかる過有大高け効齢をご事性者し例に対としし提人て成示介た 生可きが能高れを齢性あい目と棄あ しみ全がを同国等社づ会にく捉福場ンり祉jでえと協介てあを議護推いる2006 

て，と現 気きらに ている
会予奨fこ「ふ防はしてい者f的いるF。のと・生いbしsてきき，い集いきサいのロにつに り

予を防るのこ観てと。点はからは いに役が立あつもの

堀粂（川田美明紀）裕， 

高政の5イ［3デ（齢分にン1ザ）析者，によイ2の関る9ン生す生－学3るきき研6研がが究究いい］対デザ行軍
行輩史に政が行っている高文状策ザ齢献把のイ詞者握限ンの生きよがい対歴政察あ

特になし

的によついて，よ主ぴに 査界をにいって
2006 

分るこき析生生とおききがい現対 行と 今，を行後考

するべる がいデ の方向

コ磐子子雄 岸

齢異5関ネソ［3日（者連なッ2本）性，のシるト公検9三ャワ衆2診社地←ル衛サ受会域1ク0生診的の4ボと雑在行比背誌較宅動景トJ 高のの

在宅サ高ボ齢者トの検会域ネ診受背にト診行動ととソーシ性域ャ 生可能き性ががいあを趣る。味と同等に捉えていた
' r.工口

玲照（ ， ） ほか ルについーて， 社地・ 別的ッ 検景ワーの異すクなのる三関連地

2006 で男女別・ 討ること。
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なし

後人が的も確期生ちな高と齢家定自さ者族分れをの係生身をきを肯肯生る意定定生お欲的的よにびをにる規受評意自定価欲己けす止すめる要生が因向とききがしパてい，ーとなこソれナるなら趣れいまリで味緒のをイ

認安 関た自も。た人らし き のを受支る前容えて，い不なる安と考の少え 情テる。

なし 文［論献考・］資料

なし

用でケ人［実者ホあア践8ハーっ0報歳ウムた告入。スの］所女な性中どのの2施名高設齢や利老者 取足実のばま践お入なきり事し例文はれここど教化装でとと養あJがはい体，のでるを験事装動とき機や畳るもう文化たえに基づ画をく表，やそをいわ文表ばる “いわあくし付れき”ゃ い芸る 名美る 古現増し典す学をとお感にやり にれ し こでつ

はるるほ「 こはとよでり術普あ遍。性 てL,現知が的巧満足み ， なを充れ

せる 。

なし

抽のた出さめし ーか 潜治在体デザ要が行求イっを

析ている つい 部能ラスター分拙団考し
によ 。軸そ 軸動と軸，は集が難と

出一個さ人れ い，た

いが 生き ている
えられる。

生きがいの有無 社趣た会。味的・活生動き性がいと検の診有受・診無行が動有意とのな関関連連にを認おめいてた，こ男と性を見にの出みし
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

穂長弘史（2，，，谷0宮飯0ほ7川轟）崎か明隆洋
頼生高いいii日対（齢性のき1本）者象が型，・心尺の妥のい5療対測た度当内性象定1めの科0のの開と学生発検生会討きとき誌信がが］ 

成高齢し者，のそたの特め徴の生を明きがらかい対に象す尺る度こをと作。
長感識を笹，川生「と今定らきこ義て（こ2いし日でDたく3生b動。）き機はてと，い「る生個ときいがいうJ実意

」， なる人の

子児流，石伊ゆ藤康り

終施者1要［老剖末設因のl年）期，でQ看O暮8を護~介らと学9護す］3 そ老後の期人関福高祉齢連

期終い末て高期明齢をら者介かの護にQ老すOL人ると福こそ祉との施。関設連で要暮因らにす後つ
捉生えきがいたを喜び・張りと同等として

てい 。

岩（上20真07)珠

社代スの［コ生生会ーをーき変見高スきが動齢つがかい者めいとら研が）てみラ究生イる］（高フラき齢たイコ者ー時フ
6す5歳以ス人介人上のすた（誕人にるち生生あこにかのたとよ軌。るらっ死道出て）生ま語でのコら事ーのれ例生ホた涯ーを トに属

多み生数にうくー様っにをきとしが恩ててな排し高いてわはなL創齢，れさと，造者スれはる「当。，のテるし事生当てこレ者のいオときのがが個タく目基人いほイ線がの本かプ」模人やでは索を生あな思大いのいるを切込。画めよ

る ライフ

コー にわくた
る個紹 いつ
か

13, 24-46 

岩（井八郎） 

高変ののフコ［生齢化生ーコ視き者ースとき点が幸スかがのかい福社いとら研ら会感み）階究層的るー（］ラj地高「イ研位齢ラ者究のイフ
後1地的おと97位地家仁き0位族年のた「代形幸のいタ福変態。かイ化感にプら現注jをと在，のを目特取関まし係でになり不上のがを高就げ明ら齢検業てら者層討，か社ののにし社収会，し最会入的て

生きがいと幸福感を同等とした。
2007 

13, 47-72 

安（藤200由7美） 

へ高のめスプき［生家齢がのかロぐき者族ーいラっらが）のチてみイと¥/ 人生浮沈評価
考人すれ沖たどり縄察が主時わのに観）すけ関を自よ係事分が家的るう族例の，なにこし評人ラ価生イの（浮良かき沈っみた体時のにに験つ経よいてか下っ

生きがい持人査についてせ用直き接質問なした調査
フコース齢験・者アを 代ずデータを 生結ち合浮わを 沈てい いので

フコース 悪験と，と 替ね的たに の みについてた

のる一（死沖高ラ縄齢別イ経者高フのコ生ー
メンバーの喪来 ，てこ 調果いる。

影たと歴響す史さ実的れ出るの上事失かにつっいてと，~ 
る証データをも こ

、研究］ と。
13, 73-96 
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生すそ成）の近るがきJが妥藤こをしい感使い当たと・対性鎌が用ス「象高の田目しケ尺測齢的たー（度2。で定者ル00あの向を3開る発。め
作式にき ）（たけKが生I 

静歳不質デ［尺岡問備ー以度県紙上タの構中を無の成川郵高か］根送齢っ町し者たの，：：在回：名名宅答65 
の

なし

O現のるま「G在幸般幸。で5幸せ5福的の感せ」な52段で質かを0Dす問階Zら「にあかでを「は不尋」用な，幸ねたいと人せいててはJ々， ， いう
全1日9「社7国5本会，調版階19査層~~，と~：社is団r会95調移年S動査1c;aJ 

検高かてど齢討，っも世者すたとのる現健収居帯のと在康す収負，入世入担のがのる生帯前差高収提齢低担活異入だが女いにっ対にすよ子感るっは主，てはどとと幸世観強，考も福帯的高えと〈齢感収同関なら居入評が連女れ価規す性るとし定をる高さ「幸齢感れたと福。女るとし感傾性一のj方向関にかがお子強いはら

r論ur考veγ］OGSS, 2002 なしいて。生帝別世活a のを 幸性t同てF福居で，いでる 幸が。てい福妻 て，係， 母と

調査対員し「が面接っこグる（う浮でれたいラよき時，まフはう沈対で上線依まみ象）頼のたに）者J 人多では
こみ のつ，らい争経

生悪表にをたく用でかの意点って良た，か時た

検族度線いフ証喪確えをコりーる かはは。，で変と 価過型少かでの時るこくののこと先でこらもと行， ははしと

してもし（あら し

。

のす失形少かL 準，たもうに ，だ現すなあ曲こ点と価はで

影響 で 生 線 評 にあ
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

遠藤忠

首と都し状圏て健主都，況康観市生に状的部つき似況がいにOをL在いて中と住測を，心規す定そに定するのA高するD関齢るこL連者ととIA要。考をD対因えL象や， ら

生理的きが安い定は感満に足起感因，す生る活もののハとリ捉，心え
2007) 

特外れ出にる
る。

13, 97-116 

熊（野200道7)子

生分年科：iト高3前1散学きレ1齢L後］がスに者反3いのよ2の応対男る－グ象性4満の0ア足相のの集度違場と行合中定動ス・
対定年象す対，満前を象る後集足こを度の中と分男。さと散性せスさてをトせ対持レて象つス持場反とつ合応し場てのと合生相， 生きがきがい

生象幅がし広，たをき仕分生い結が（事年散見果きい齢がに田さ，対層せい，も“象仕余感1のて9を事7人暇おが集0こ）強たにく。中そいちもよさ生をととりせ対生き，いて象が全きうお体報が仁い調”いく対査方とL に違つをい
て 検

ての 告とが

ある

細妹山ほ上井尾か徹順陽子也子，， ， 

脳進期1シ［老8活行介4ョ0年性予入，ン精化例1防に神10ののよリ5医ハ可検る学認能討1ピ雑1知性1リ誌2症テ：］長← の

外来ピ認認リL知症高ン齢者を快対意有象刺効欲激に脳生プ活性グ化リ 役えり割をま持たつ事欲能性がと生生あききががいい創を同出等に繋に捉がハ 知テーョンの ロラム

創がす 症進行高齢予者防の きがい討を
，ている意可 がった。

出るこ，と。 に であるか検
2007) 

一（柳200歩7)美

割環生高［と2キ（齢境人き1（ャ）者特生の，るリ観変かの集7ア生化）環と1をきど人3境がのと生のいよら観変えとう］役化， に

役高本齢の割い化現かくの現みをと捉状。る個やえ介護高状齢尊者厳況かの生ら今きが日のい日
高齢動者，いらZ者へてほれU調0ののどる2生査）参主こ。加観きしとがたや的が生健いも言康やのきわ主観がにれ観がいよて的る高を健感と康社観会にて 状こら 。 ， 々の について考え て活るコ い傾じて向（ い

坂み， いる 早が
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2て下あに［（横0関在0，っ町断連1年住東た調要高。1京の0査因齢6月都研：3歳A者1究区以日3;の上5に5~0お名地歳域以でい

はう 。かをも

生 て 生 き

い よ

打回う てにボ

加るなラし 参い味をと

ての

無属れ家変族はを

団 い
をし高て

る で

のと 話る

他を のる

、ー

なし

統有症がげあき状計意認たるっ学知が居なてと維的悪機感場も持家化能に所じ族のははたのー改。開向なと提始か善上棄供前っをししやた図とく家比。生る3族較長人活だと期でけでしの介症てでき関介入状なる係入者がとくの後進，い5再行の人認う構経知に当し築過症つ初たな。のい高の中 で 各 項人目ので脳齢どて目者，活標は認性，がを知化達く2 リハつろ

症成がで

なし
文［論献考・］資料

個高大らとし齢調変”れ々が和重者のる大要生の高切協で現齢きな働があ状者基いる，Lの盤。や，「生おと役地きなば域割がっあををいてち支エいとゃえン役るんパ，割とたラワ考かちイメえらのフンる葉サ“ト。個っ高イし々ぱ齢てクをビ者ルい尊ジのやく重環ネみ町ス境づしな」たのらく暮ず変にり化み， がら
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（発著表者年） 巷論［（号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

和阿山泉本曽カ益京洋美子子輪，， ， 齢要~老8「軽（者因4年L度の社要4う会7介つ6科護に学48認関］6 定連Jす高る
2連示宅び叩要す唆高4齢年介るを護者得度要に1介をとう護認保定険実かさ態制れ度た6で5要歳びう支以う援上おの在関よ

特になし

ほ(2007) 
の因るこつ明と。のら におし，よ つ予つ防にの

胡石山（秀垣本20英和則07 子子） ， ， 
帰康5国国［4日（者人国と7本）配1そ，i°公4年世偶の衆5以お者4関衛－上連のよ4生精要6のび雑4神中そ因誌の的国］帰健中

帰神世明お国的ら健かよ（康来びにすそ問日）題のる1の中こ0年実国と態。以人上配と偶のそ者中の国関に帰お連要国け者因る精を1 
精Q問u神項es的目tio健でnn康あai調っre査た）票。12項（G目en版erのal中Heのal質th 

岡（村20清08)子
代齢世［も生代者た間き交の間らが交す流生い流生がき研ががきも究が高たい］） 齢いら者す（世高に

従世さ代来みまの間ざ世交ま代流なと分間交実野流進をとレピュー題地し 現在
特になし

んでいる 域での

てるこ 。の態で 今後の課につい

14, 26-54 

小川全08)夫

世代齢高［生代齢者間き者交澗のが交生の流い流生がき研ががきも究がたいも］） たいらすら（世す高 普究共けるう遍を主推化際な義進的をく東的す図な者る論た理めにを用はい欧た生実米よのき概測が言語念い定だ研すだのろ 代高日齢本間はる者交，がでの生齢ず必てと者言ずいはきがうい活動グのな 世
(20 

に 流必高 の生プ生れロきがいプラムをロ ムると。き
有で国 比アっ較たジ研アう究のえ言がで語，必現要ににるをなる

打すあ 及しなきも がるプきがい は
14, 55-75 ち いい高グにと

る ーピス・ロ

関， んでコュニ
る。与 の 調が込いは， 団ミへの

ティへの 献に み強 され，ている。

藤（原200佳8典） 

世がシきも［生代がニたいき）間アいらが交世すい（流代世高研代齢がの究健者間も］康交たらとす生
世康をし代述，と実べ間生交践るき流上こががおとい。もよにたびつ研らいす究て上シ多ニの角謀ア的題世に代と検展の健討望

特になし

の流生がき

14, 76-101 

-116-



第 1編研究発表

生測定きがの仕い方の ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果 ・要約

生きがいの有無 生ききがかいったな。し一は品，ておワつ地究考，bもりT域杜傾で， 生えら在皇会向れき初住書， がに対高男究加つ齢女結す者共果るのオ生G一ッD致ズきS1，比がし専のい値を抵t規るb主定もっと面も大国についての横 と 点がいすほ1 る多がc 

生U当きをHもHっ てい生が
いの に閃などし ，ソーシルポート，お 好
軽な健度要が庫特い因態者に対がてし挙はて き いつ支援の要を行因ャとうこも共サと通がひしていて う
つ予E認防Rq定に入つながると られる。

キ「ι生きがいを感じるJ に で関国iとし横関東者てそあ連断いの圏をっ調要A支中たる査因県援。国中研）在す国人究住帰配る］の会偶国中登国録帰 本わ研れ究に参具示が国けト加体帰多レるし的ス園て地しく者，みたない域対物問るら高1事車題世。れ齢者たとをと者。の決そしな定てのこ7ど割でのは中の結ほ，国きG生果人なHど配Qにいはき1偶が，，2日の精憂本者い結神人のをう果感つ置的のと健気地かじ比康分域れな較問い， 高た不齢状題，し不て況が眠者疑幸やのなも
別えjして 「はいかいい 者者919世名せど感の，症た。ス

中軍国くに状お

厳芯し，さ中を

なし 文［文献献・調資査料］ 知世資不き代れ間てを交お流り，を通人い々るじ。ては地そぴるりつ域そ，し「社個てなこコが会，人か頼間。らりこの自り効分，果自が互形や身ら酬成意のれり居義る場にと所ついいて社規会は省く、理会範関らり解係」， 的も

本己が広指げし示てしてい のつ頼な す信なつ頼視わをう社つの点ち
ッ ーおよ 生じる と

の関Iト乏ワを構位ク，してお ， ミユニティ 性とい
とら eえm司るこ芳とミカまできる。

なし 文［論献考・］資料

u、。

なし 文献・資料 日米の相違継み占続込びを考実ま慮展れしし世代聞あ継く交流ボラン何めア イアのププ行ロロ政ググラム［論考］ を長期的組お 開ていためには らか のシ
ステムに るが そのに ラム
の有効性 よ 行可必能性要・ 続る性。に関すたるエはピデンスは不
可欠である。
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（発著表者年） 巻論［（雑号文）誌名，］ 頁 目的 生き が いの定義

佐（藤200宏8子） 

多する［生（世高世世き代代齢代が者同間間い居交の交研家流生究流族がき］のがにも諸おたい相） けら

特になし

14, 102-129 

忽（滑谷和）孝

高齢i老9(5齢者年）化，の精5と自神4精殺9医神学55障雑5害誌］高 予療高すで齢，防にこ対携行者と策。わわのれにる自つて医殺いい師のがてる特概活自徴殺動説を率すを挙交のるげ。減え，高少な各齢がを地者ら目域， 医指

特になし
2008 

神部純一

対の習中「「象生方J国天津のと代市し表老た年調j的を査人な老大結中年学果大J検をも「生学基で討「き学生すのにがぶ，るきいつ高高がこj齢齢でいとと者者感。あ「るを
てはきも「捉生がの「個，えいき人すがたをいのない感j心。わじはのちて，充い「こ実生るれ感き状ら」が態のいをJう，意感ちあ」味，すると「生いるし

2008) 

にきが佐関い のあてでて J 宇の

の 係占について

熊（2野00道8子） 

者係大生［教学のにき育生観おが福いけ占ー祉要か中る研年生素ら究層きと］ ・高齢 大生値が学，いき生がの，い5つ中のは年のど層の素およ係よう目（標人びに異生高ー齢肯夢点な者定，かるがか，コ存感をミ生在じッ価するきト 生間よききがいとは，生たっる九言めたき、か人葉がにに生重いで生のあ要は核きな日り生心概常，生念人きと と生
がい一

題るく用かで”あいるらき。いれ 重であ要 活生なであるを
対人関

メるこン人とト生）と対意要味人，調 の観 ら検討 豊かつに生る で
34, 7 -16 ろ 。

石（井20利08幸） 

余作者か方い~臨（暇業すやに2床（）作活活対特豊，作動動業1すか集3業場活1るさ療暮作面認動を法1ら3知業求に］4 症しおの生め仁考高け る

認グ知ル症ー用のプ症ホを状，ー特ム性に代かを「概表生説活考暇ZきLした小jう規えと模でれ「作， ケを

特になし

てき齢） 活がズL 業大アうjの規に模効応の用施2つ設でのにき主視おる点けかにるを余考ら 環察活れた境動るいし。，にそどのよ

芳賀博

健高~5日（齢康1本）者，ー公保4生8衆健き－衛が5生0福い雑祉づ誌（く5;り地？と域とでしのい会わり参ゆに加る視や「点役元を気割あ高及て齢び述者健べj康を対生
特になし

2008) 
がいたづ社く るこ

。
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第 1編研究発表

生測定きがの仕い方の ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果・要約

1人嬉はこ98生とし2「年かでをこ尋振生れすいっ「と現2たかねまるきり0在C返」。がでてこ5の年2のいいっとと0あのあてはい0はる5な何調年。，などうた査一質調たんで番査問でのな 女比~部の法果［~文8年性対較町やで2献事年朝象分間あを調比対者析例か，っ査奈事す調静たをら］2査地岡ると：域0県時パ法し7志年の太中までの年阿

をる「子答 」あえ

点てネ以，郡高上同一で
る と は

をして
の分ル析調査結

で番」は， の
ー の す 。

かと

とj感家な 生J 
のと にフ

重明の味スと（2少テ要第やら1 がて
＂、
趣% 

。

なし
文［論献考・］資料 自殺対策は， 事あイ前ジ対応グとし指てセーフテきィーづネッくりトの充推実し サ

クセスフルエ ンを目し，生がい を 進め
て い く こ と で る。

改ケ7ー訂全9)ル版1／項＜~c目0 モラ ー ル ス 生中でた［（横関~国あ~断連~のっ調要名名天た査因か（津。回研）ら市収究回老率］収年85の人．0大で%学） き

学与キ社習にえのた参大欲生わをだ「社加っ占をけきき会め高がuにでく対上参，めいなh加感すそ回るくに，対効「はてをと「有生す果高いは用「き」，め中たる感が効位彼ののるjい果得評群でこら感価~あの点とjががEはるに「町。有つ，び「「中用学F高な「の低位齢感習が位満群位者jる「群有足群Jのをと」用度社のJ高にい感属」人会めにえ」属す活，のによ影車す動結とるう響もは密， を

r~前e scale) 
の 回ら，

19 

5参のし0加率て0会%意閉を「 Jれるつこ へ果。人るの人のと

熊認知野尺（2度oog0項の生目）きがい

（大1）学“人高が生生齢認よ肯者めり定影高，高ら響齢”れ中く者年なと，Lか，は層““存他っ中コ，在年者た大ミ価。層学とッ値（のは生2ト”）他大交メでと学者流ンあ生かが“トり人生”はら，生対のはき“の目承が，人標意高認関い味係齢がにー夢”者生最以”は外はきも，はが影中の高年年要響い層い順層量やが齢因

生のいも差影たき響。がいL，に して

なし
文［論献考・］資料

従でえ来での誤がは施喪見ら設，の当なるもは作役取生ののグ大活業世割でル規りが界組はーをは模重持晴みのプな施の要が中ちホい設要つでででーだで素在あつろムきは安が宅のる仁う人多。生心ケかく的。活いそいアし状がれてにを物続暮況，にな的生けによらら環活てすあっい境のてい，こる上継残作がるとの続存業かが，制性能のでわを約力再れをよきが保考わをるう発大つ。れすに揮感作るうき

現業必じし療実要なき十法が的分士あに

なし
文［論献考・］資料

地機のてサロ域保，ー能グ健社でチやラ福会等のム主高祉的のの観根活役視齢的動割拠者点QOががやををL対待提ボまの象供すたラ維すれとまン持すてテるし・重たいィこ向健要るアと上康。活にとにづ動地なもあ域，なっくるでそてるり。活参のこし今健加動てよこ康効型のうそづ果。ア目住標的クく民は金シり参活，にョ加生お動ン活型いプリ
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（発著表者年） 巻論［（雑号文）誌名，］ 頁 目的 生きがいの定義

原岡（本津20優和08士子） ， 

在介担5関［厚5（宅護す感4生）要者，るとの介検2そに指1護討おの標高2け関15 齢連る介者要護の因負主に

主す的介おる護こよ者びと家。の介族護環負境担と感の関と心連理を的明ら・精か神に
生価与人えきが値たえい感おはよ，，びのに個有基そ本研無づ人の対究のいに象よがり特異そは介のなに定定護る者義義と
本や考を 観ず感ために で断は

の，じ方そ 判た。

熊森吉ほ益谷か岡幸郁光恵晴一9: 

主満度6身び［る3日｛体足検観ラと3本）健度的の討，イ衛康6お関なフ生3精度連ス6よ学－神性，びテ雑6社健生4ー誌1康会性ジき］生度が活いと
性健精にらど康他神やび向をよ健得度上にのラり康社側，イをを把会面度地図フ域握生スかと活のテにらし満捉ー，関おい足主連けジえく観性別度たる健的，にをメ康生検，身ン体討主基き自タ観健礎が己すル康評的いヘ的る精度度価ルこ神ななスとと

t究つわてua段がにいl を固階る「生でに「こ生あおきときるるけかがが意るらい，味~p」そin本とのt目研uし下a的I究ての位j 用で概概がい念は念含SたはのまP。I研一れri 
およ

2008) によ

の っと て ための な知
見 るこ

白（川あ）ゆ み

者過者f1日（疎のを2本L地亡死地域別8く域7後にし看暮9たの護2体女ら学性験す会配高誌偶齢］ 

過性すか疎高齢地こし域者地とのに暮死別おら後すけ配の偶体支者験援とを死質別的にした女討ら
特になし

2009 
にる 域。 に る について検明

長嶋紀一

康高が［生齢等いき者とが年のにい齢関と研係，っ究心て］の身生の健き
高何体際高齢し者ての，生高齢き者が考がきいにとつっいてて検き討が年すいるとに

高年状がわ齢大，齢ら者ず人，き，の間心な要役生関身係割因きの期が，と健待人いを康的がにる状交。考関態与流こえ，すののら認頻有れる知無の度る症。やはに症質拘， 

2009) 

か事い健者に〈つ い て 察がにL，とさ生ら係に 齢認考 症は身し
15, 4 -19 て 康とこ生とと生。き い等いにつの関いて，も 知察

古（2谷00野9)亘

社仕生がい［き生会組がいがきき必対がのいみが）高要策いをい齢の支な研（者探高わえ究齢求けにる］生社者と高生会のき齢が生のき

今がが特い日対のに策高問齢題の社課と会題さでれを検，る高背討齢景し者てを考みの生える，こき生がと。いき
生じ心るき理物背が主が観学事景いあの的と定な特義生心きう定がのきがの中でい代感はなう，やに集当関心人学団とが者がでの社感特あの

定会違るの が生， い時に 社るこ

的 に聞よがだ向か 会
いる 。

15, 22-36 
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生測定きがの仕い方の ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果 ・要約

生きがい感の有無

視vのがnι~。覚Iい四~）ア側~以lナを面og下ロ用uに生eグついsき尺caいてがl度e，て，い生調（度以V下） べIきs 

30 
50 
以

なし

神調者的やと死苦， 

来してい

加齢協者力5 

なし 文［論献考・］資料
生状のき すず理人的るの徴流割は，の待年頻質どが齢度に 状要る態因，と

い感的 に期なはも ，さ年あら

なし 文［論献考・］資料
社概会行は老生念なわ年でく学，あでモったこラれー主ルま感でや観そ研生的こと活幸究で満福生明さ足感れらて度の，関きたのては主，生観福関らすす的なき幸が老要る福研いい因感究（感と）い

でうとく れき対がてならいいる（。が充実， 人 のか意義に）連そき要れをし因たも幸にた のは条は同多件じ

でいい
生抜はき本がない 策見し事直。業しは迫，内ら容ればか、とりでーはなく，あその存否を含め
て的 を る」 Lなるでろう。
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

小津利男

仕生医き［生療組がききかがみいが）いをらいみ支研（高たえ究齢高る］社齢者者会の生のの

医療との立場からの生きがいを考察する

要い（q。特葉すu有だるはaliがでになty生，あいo活生。るf。のきh満が欧fe足）い米度がとやでいあやう用るこ。語れよQにはうO近な日L 
(2009 、、Fー 。

本さヨア にはこの

15, 37-52 

橋（本200正9)明

介究アをみ［生）護に支（きの高関えが今齢わるい者る目社研的生の究会生課き］の題がき仕がいと研組いケ

特になし

15, 53-98 

薬（師寺清）幸

全動び［く生国高向りき齢事のが（高者生業い齢大報き研者学が告究大）卒い］健学業生康おづのよ
取業高齢」組者のみ動のの生向一をきつ紹がで介いあ健する康るづ「こ高とく齢。り者の大推学進事の

特になし
2009 

15, 152-159 

針み昭ほ（2，，か金0岡石0県9ま橋）人智ゆ， 都態3る［ン老1（市検タ1年）部性討ー，社3にシ会2年おル科バ齢3け学8ー階る］就級人材業に実セよ
シルバー探人齢以る材就階上っセン量齢でタ比者←と会較内容就員すが実際に従

特になし

事性るり別，方し7違てに0年歳いを 業級のた。の間高 の 業にるつこを促いと進てにす， よ
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生定きがい方の
測の仕 ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果 ・要約

なし 文［論献考・］資料
一人な生の要に個生因き体がときのる絡し老生もん病のけで死のるい，にもる生のはの，にきでがことあのっいるてそよ。最のうこ大なもう時ののし喜間とた的びい事，でえ実空あよを間るう知。。的 社会と今的は，日 るそれこは

なし

養文員iンら横関献護，でテ連断老そあイ調要資人アっこ査因料でおホた研）活。ーなよ究動ムびら］利のすび介用にる特者護ボ別職かラ
利と ” だ

と もきがっ

すあがる こ作待おととで 気

Eがさり今いれ 期のこ

なし

財県推るン［実進事団明タ践法機業ーる報構人いと告長全長が］寿寿取国社会都づ開ん発道でくセ社3り1会組の で府いり

なし

男会業女そ性の会就容異に員業おで内容は7はも5歳異年齢以な上階るのこグとがルー明配プらで配金とうと分額会がな金推員っに額差た。がが就さ少他み業れ方状ならでし 女ま性就男た

員内 のいみ異てた要なってい級在た。にL加よ齢るに分伴か の 態れ，ずに，は

でなっ 因が存 ているこ 察 る。
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（発著表者年） 巻論［（号雑文）誌名，］ 頁 目的 生きがいの定義

今長西（村井2田日久芳0忠9則雄貢） ， ， 6がが官3：~歳いい3年）概概相以，社上念念違3会6退6のと科職構主学3造観7者17 の的生生幸福きき
観S生l~，的きB幸が）そ福いとの感概の仮棺念説cs違のをu点b構検＇Jeを証造ct考Eしをv察e構（す研築wる究e~こi2bとt研，i。n究主g; 考察で定fきこ論義がをじてい谷るじ。 暫定）精的神なを生参状考態きが

いと「生のし い，を神感 て（1い98る0 」に

文＝鐘上聾洋， 

4地のと［6（日域在転3本）倒在，日老住2要コ年32因日リ医本のア学2人比3ン8会高高較雑齢齢誌者者］ 

都市ン部高在齢特住者徴の日本転比倒較人高齢関る者連事及すとびる在因子日をコ解リ
特になし

(2009) 析アし， を すに 」

千（葉20和09)夫
健に“老つ・化医いト療”とていとの福いう考祉考うえ概分え方念方野，のでにま検つのた討高い生齢てをき含者紹が介めの健いす， 康保サ 生t確え~~るなきmoこが）自r”tといh己“が自oは存fで尊，在Li心き“V感自Eる”n”己g。“）自“価”人己値な生充ど（実のSと感e値言lf”打い“E換明ちS・ 
ポー る
こと。
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生きがいの 研究参加者・研究対象 研究成果要約
測定の仕方 ［調査方法・研究デザイン］

質区たきが。，J問’’別いと各項；・いの，んし質のあわ目3と5てど問．件対のまやてり意あの作象法りやにも見回て成あと・答あああはを源でてしはててて収ま泉ははた，集ははは。， らとま「生』ll立． 

ほ なまままら
1ρ 

な
る
る
る

生きがいの有無

なし 個［論人考体］験 組高デ齢みル者はとヘ生療活ス局か「る伺面。ポモ？人保私生ーデのと活健ル中たツこ集モモののちをよ団提枠デデはどり供組，ルルにこ（グののみスよ自Lル，軸立エはポりー生j的，にーリプ利実のアツき「）依用が践をと2の存者基健つい的軸盤康の的をなをj軸サ利配知と・とポとそー「医のト療し4 つて配のるにロ保役置。いのーサ健読局チ立ボしく枠面者つモ， ーl 
人の生中でー人医生 者てしjてアあプを

はてとタ期いー4待つでるのすのあるり。た私い。たち ， 用置生見しのき整がア理い
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（発著表者年） 巻論［（雑号文）誌名，］ 頁 目的 生きがいの定義

盛猪子星（須2旦，野雅二ほ09由子），か栗起， 都観5ると［6厚緑（市生的4生）在健，にきの康宅関が1指6高連感い標齢すの2と］1 者実のる楽態関にお連としみ主け

都関と市生連在をき宅が明確高い齢のに者実す態のる緑こと主にと観。関連的健す康る楽感としみの
生可きが能性いと楽あしみを同等に捉えてい
たカf る。

津（田理）恵子

効5いグホ［厚帥感ール果O生，ームの入3プ特指4所回別標者4想養10 法の護生の老介き入人が

特別養プ護老よ人ホームで介クローズド ・生グ 考察で論じている。
2009 

ルー 感に る回想法実をとの 入を試多法み層， 
きがい ス調すケール用施いて ベー
ス果ライを ンで査を し回想の介入
効 確認るこ

染（谷20仮10子） ［き日生本がきのいが高U齢者ケアと生

介福感がれし祉護い，てじ介生，の”い仕生護涯にる事つ労をきか働託がのい，生すてのいに調仕，あきつ査が著事るい者結仕いとて果事，自し論つ身てをとじがや中まLて心実てりりい施捉がに“検やいきえし証たたをらり

生えきがいとやりがいを同等として捉
ている。

、研究］
16, 40-54 

し、。
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生定きがいの
測 の仕方 ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果 ・要約

都園在と して

し緑後国関キ あいハイ よのびよ前う

研期緑高生も推め究にき－がる 。康可今し感後み能性のをと

測課 あ

近成が式藤）しいjたー感鎌「ス高田齢ケ（2者ー0向0ル3）けが生（K作－きI がと思あ項るう ていきい れてい

生生回いる「想存感ききl在の法がに感大いは3」，きと 因張上生子でり合と

いで生の特るき徴意る味か喜 いきく上が

なし

営ス者アッ義プは

資ア格ッ者プに

2援づ専の00責セけ門5ンターが）設務をし独低年置かき介れ護，保社他会険福領要のと祉改域要は正士で資は格は，取依年新得然代と者たとの地配域置名し包称がた括独福義祉支務占

格職られで魅，た力。業 下占しそでのないのこ ，で因1990 に拡えし大て
の させた重 の一ついる。
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

吉君（田島成奈奈） 良，

健認等計［一生知康の地のき症推域あづが社計りく・い要会方モり研介事デに究（護生業ルお］高報のけき研齢が告る者究推） い

特になし

2010 

16, 77-97 

芳賀博 介~老2（護1年）予，社6防会4の－科現6学9状］と課題
介護予防の現状プと課題チす，ととくに介ポピュ 特になし

2010a) レーション当ア ロー しての護予
防に視点をて論述る。

芳賀博 高齢者の運動と生きが

わいるjが生と国のと意がにも味固に有，と促高でそる齢進あのこ尺者るにと度のとにされついる・て身て「概体生い観活るきがす動か 対に「象価生値き（物がをいj人感出つとはたど）と．そがき存の得整源在泉らしとなそるれるポ2010b) It、
［老2(2年），社会科学］ がきいの つ運な動がっ ジテイプき見なょ 情なしであるにと 理すれると3 143 

について述べ 。 とがで 。

鄭黒小研華

常す海5中よ［社1(生市国るりZ会L都活要の福機8市高因祉3部齢能一学低高北者9§齢京下実者市態に調の関と上査連日 得の常中を日常実明生国る態生活のこら機北調活かと機京査能。に市能のをし低低行と上下下い中予海，に国市両共都防都通市ににお市す部関すいの高る齢て高関る齢高連者示齢者要唆の者の因を日

特になし
田一
2010) 

小子甲（斐，2松斎0一1藤0紗）郎民代， 孫父す~7日0母のる本1）育文の，公精児献1案0神的にD衛5参考的生加健察10雑す康14誌るに］祖関
精題国L神，内を外今的明健後のら孫康のか研のにに育焦す究児をる占進にをこ参当めと加。ててすたい研るく祖究上父でを母整の理課の

特になし

-128-



第 1編研究発表

生測定きがいの
の仕方

［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果 ・要約

なし

2将年00来8推（平計成~準年は万12年，1の0人：で聞0万，年0あに~人0の，るi，平：認3~成地知~平；1域5症7成（）平の高（2平年平7成齢）成で均1者年；割jの0）で5合年数＂4年84かには万9で1よ人ら~万~る，~認人2倍2；知万，に1：症2平増人~平高齢成3あし~）者2平てり2) 成の）計で 3年76. 20 

3推Tんま~で。 のの基2で0 2倍5 人平増成加でし 年， い

なし
文［論献考・］資料

近成がが式めの）作藤紹のしいj成生介たとー感鎌長しき「ス高谷が田たケ齢川い「（2者高対ーら0象0齢向3ル（：者尺け叩が生（の度~作） たJ －きI 

文［論献考・］資料

身のでがで全を体対分の，あメ析研象活生カる動究。対者ニき象がズそはがに，つ高ムのいと齢研観際すいや者究察最てる主型後評ののは観価今生のでま的研が後ではきQが究介なのOなL課入がさいくへれ感題主，プ及る体ベをロとぼべ増なでグーすきすあスっラ効こてこっムラ果といたにイと評は。参にるン価い加。運調なうの動で査るま研まかた仁にきで究参，よたにも加つ者もこるな必介いれのしい入要てみたま。

生族隣聞みい仁~，きとつとがテ「まののい自いた交交レて分対は流流ピその輩Jな「趣れいと「「ど友味読ぞいしの人活書てれえ楽やj，動：家近新J はし

なし

不が孫焦国良ン安複育や点内い外）児解影数を響析の考のの当定文両え（方義方献主たら研観法かれをを畳的るら幸．けこ轟福てと育感がすめいし児示てるるるー研へ生こさ参究れきととと加が，，がたを祖精。挙い進し神）今てめ後的いると健悪ののれるこ祖康研い身ると影体父究，を左研母響課的右題究はな（精抑すと神るうしつ要ザ的てに因は

の 究明を確工夫進に こ 父げ母ら 健の康デにイも

て をるこ 。

［文献調査］
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（発著表者年 ） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

長（谷川 ）明弘
2010 

尋農生かすを「村活ね生，るら地心機た，こき域理能「がと「生在生や。u・きリ宅生身きが体高が活のい齢習い有」者社J慣無の会ののなに関健有活ど関連康無動の連要実総性にす因合態着なる調を的目ら要検査観びし点討で， 因に

6' 15-23 

湯（原20悦10子） 男者達~高（性虐点I齢L介待者護S虐者先－待行1に2防研よ止究る研高の究齢到J 男高特L性齢徴，介男者と護性虐今待介後に護や関のす者介課護題，る先男殺を行性導人研がにき加究焦出害すを占者をとレ当ピとと。ュなてー， る

特になし

内（2田0陽11子） 

看症子者短に目目着護，ケ（学眼アア生のウしウのアト認短認のウカをカ知期知方明ムトム症症策間カにらを影高でか高ムを高齢改評響齢検にめ価者善すす者討るすのににるるしケ対影状や認るとアす響知態すこと実す症改いるとも施。実認高善にる 知項齢習因

生 能き性がいあを趣味と同等に捉えていた

可 が る。

の背すア聞景で ）もト を

期指 ケア

北（淳一利） 

者ふに［く生がまり！き地事ねが（域生業っい福報とき研運祉が告究）動のい］健担で康高い齢手づ

特になし

2011 

17, 70-102 
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生測定きがいの
の仕方

［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果 ・要約

生きがいの有無

女り性」のの前代聞能期にに動正おお性のいよはび関て，後連，I生期が散き主高認主が齢めい者運らあ動でれりたはーj趣，。と交味まの友たな聞性活どに動別の正余にとの暇関「関生係活連動なきががなく示すいらべあ
れてに知のた世。的 ぴさ

なし
文基献準は・示用資料文さ。献れ文て献い篇選な択いのも

のの引 は27 あっ

た［論。考］

現去エ施「「趣趣~ーの生味味シいなをョ立生か生ンでかちきをのしが「計本理たい解人画レの」のク・実過実とリ
味アウ生トきカがム施いを改計』の善実画の者現ケにj実ア実施実の施改施I率善率fが道者が具高高仁のかかは工っっ夫『た趣たiケ味~アp個を＜項生別0目かに.0の考5し）中たえでレ 「趣リ
エーション た催ク し

を企画 ・実

なし
文［実献践・報資告料］ 

ふ慎あまね」っに葬をとL床運，サ地度防高く動主域運やのにボ齢主福敷動行認有ーと者機知祉効はをきタの，平能症性，ーの健5成予養ががボこ康0低成認セの1防ラづ6事下のめンン「く（2効チあ業テしら0りみC果四たはれィ4と）方」高が，アる生年齢期北の人のをき待踏者海材マでにが北でで道スはまをい海以養ななもき目提外道安成でいいる供教心。のすかでよの育るうどきしと方大事感たてのに輩学大婁地業ゆじっき路なく校ふおきり「で，いまみ重転開ねて発倒っ予，と 加釧域とでにし

て， あまたも程， とし
て，る てい
る。
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

本金藤（橋子加田豊善幸11博）， 司， 2高自［老副齢殺6年）者．，精6の自神7社殺2医会予学67的防雑7孤対誌立策］ と
高状齢態者今れをクの引後なと地なき域起でこの社会結考果的えな孤と立しはて，自殺うとつの

特になし

リス れる自こLと，古策すら宮 られ十るとこ か考ら

慮れら，さ の問け 殺提ば対起な のない要かとで因 分考にえ
るので題 るこ

石長（原田房久）子雄， T越~応：尺：n用）度，s老t2のa年~構の学造2~老の年峨的討超 老~れ関旬ce年連る~d要的前のe超因n期老c越のe高年検の齢S的初討c:a者期超をleを）段行越対の階う尺因で象こ度子あとと構。る（しG造とeて推rお·~測よ~~nびさn 

特になし

2011 

村大久保田仲温尾子，

在動身のf6日（宅器体特l本l高不徴，在安4齢認4宅知者定ケ症5に0アお該心学理け当会者機る誌運能の］ 

高果研身体齢的究者なを認が在行健知宅う療ケこ・心寿アと理。命を機行を能延う伸たを比でめ較のき検基る礎討よ的うし効， な

特になし

田浩，
ほか
2012) 

山（登20一12輝） 

健高室［らく生齢康パぶき者NづのソがP活とコくOい子動法ンり研事おど人究（絵生業もdlo描報をきb告つがきe教） いなく

I用業てC存Tにし在つ（た情感高い報齢てを通強者報信めの告技生すて術いるき）社会の進展によ活事っ
特になし

る，ノT コン
がこいと健。康ソづくをり

18, 119-145 
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生測定きがいの

の仕方
［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン ］ 研究成果 ・要約

なし
文［論献考・］資料

加会高での齢心，因策的にさ者せす孤のよを自殺総のるケる立る社合のアと自自は殺殺会，に的社リ予高的スおにを会孤齢展防防いク的立者要活て開排ぐ動は因た白もし除生書がめてに自に殺必いはなにきつ予が指要るはくな摘防で，こいtが考包ののあとしり低観摂がてえる社。下い的求占ら会社高れはめをる的。重齢会るもら支。要者政れたま援大置たでのるらが社。，震あとし乏孤災会高しり齢立しの，的て死者い被孤官ののを増社か者連

携起対 民立な史自 殺に

なし

視v両生生をA端感覚lききSががをアじfnいいるナl「0：が感とcロl巾oてなをとRグ1u評いをも尺e「価用生jま度いSっきとし~がてたたdしv!。: いてくs 

なし

全絵人を［し実描d国て展践o取各き開報b教地りe告し室上でく］てjげら「いパのぶたる普。をソN及事コP例活ンO動お法と

-133-



（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

鶴（若20麻12)理
高通き［生齢がしき者ていがのみしナた高ラ齢テ期ィプと生を 高生目齢きし者，がそ自身のの語態りかをり明ら（ナ高かラ齢テに期すイブに）お予に注る

考察で論じている。

いの語実 ，ら る」けと。
、研究］

18, 16-34 

星旦一
都健る［生市生康き在長きが寿宅がU高齢と者年果に構後おけ

都数生健明の確市活康実に在態つ慣宅いと高て3齢年果，そこ社構者後れと会にの要経お身を体介済追け護要的跡る生状精調因査況神ときが宜的にと社生いをよ存含対会象む的日

生可きが能性いと楽あしみを同等に捉えてい
2012) い 3 の た がる。

、と研の究因］ 造

18, 35-64 習との，因造に って

にする
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生きがいの
測定の仕方

研究成果 ・要約研究参加者 ・研究対象
［調査方法・研究デザイン］
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特別養護老人ホーム入所
者，特定有料老人ホーム
入居者，通所リハビリ
テーション ・デイケアに
通う高齢者，ホスピスに
入院している高齢末期が
ん患者，さらに長寿でし
かも活動的な高齢者 （新
老人の会）などの5つの
グループごとに，主とし
て後期高齢者を対象とし
た105名 （男性36名，女
性69名：平均年齢80.1
歳）である。内訳は，新
老人の会会員51名 （男性
24名，女性27名，平均年
齢78.2歳），通所リハビ
リテーション ・デイケア
通所者22名 （男性9名，
女性13名，平均年齢78.9
歳），特定有料老人ホー
ム入居者7名（男性 1名，
女性 6名， 77.8歳），特
別養護老人ホーム入所者
21名 （男性 1名，女性20
名，平均年齢86.7歳），
ホスピス入院者4名 （男
性 1名，女性3名，平均
年齢80.5歳）であった。
［質的研究］

A市高齢者16,462人全員
を調査対象とした。2001
年9月に回答が得られた
13, 195人 （回収率
80.2%）を基礎的データ
ベースとし， 3年後に同
様な質問紙調査によって
同一人を追跡調査し，
データをリンクした。初
回調査から 3年間に市外
に転居した505人と死亡
した914人，および2回
目の調査に回答しなかっ
た2,642人と， 2001年時
点で85歳以上の972人を
除き8,162人を解析し
た。生存日数は， 2004年
9月1日から2007年8月
31日までに死亡した男性
278人と女性160人の生存
日数を算出し，それ以外
の1,064日生存を確認し
た。l縦断調査研究］
因果関係）

高齢者の語り （ナラティプ）から浮かび上がる高齢者の生き
がいをまとめると，生きがいを感じさせるものと して，①連
帯感 （家族，友人，社会，地域などとの連帯），②充実感 ・
満足感 ・幸福感 （現在の生活，今までの人生の満足など生活
全般から得られる安定や充実），①達成感 ・追求感（自己の
向上を促すような学習，奉仕活動，創造的活動，仕事などに
おける達成または追求），(Di有用感 （自分の能力を発揮して
役に立っていると思える感情・感覚），①価値（個人の生き
方，信念，生活信条に関係する領域）という 5つが示され
た。これらは互いに独立した実在ではなく，相互にかかわり
を持っていた。

高齢者が生きがいを持つことが，その後の健康長寿つまり，
生存を維持し，要介護になりにくい状況を直接に規定するの
ではなく，生きがいを持てるような状況であれば，そのよう
な集団が結果的に健康寿命を維持していることを示唆してい
るかもしれない。
健康長寿を維持するために寄与すると考えられていた，生き
がいは，食を含む生活習慣と同様，社会経済的要因を基盤と
し，その後の健康三要素を交絡要因とする因果構造がみられ
る可能性が示唆された。都市高齢者の生きがいは，社会経済
的要因に支えられ，その後の健康三要素を経て規定されるこ
とから，これらの因果構造を踏まえた健康支援の重要性が示
唆された。
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（発著表者年） 巻論［（雑号文）誌名，］ 頁 目的 生きがいの定義

岡（村20絹12代） 

過居成f介9疎1高要1護L齢地素福者1に祉6おの学2食け］5 生る女活性の独構
女かり性方に独をし居検，地討高齢域す者にる根資の料食づ生とく活食す生のる意活こ識支と援。を明のあら

特になし

デーケン，

齢2よよ［老3社8きく叱年死生会精の1きと神1死7出5医会生よ－学観1う〈雑1実80誌超い］ 高 人るうう「j生人に4生点「を考生豊かに察きかおらすが述にけべい生べるきのユたき探かーいる求を。たモJめア「生「発のにと今想役死後割のを転Jど考換のとjいえよ

特になし
アルフ ォン

ス(2012) 

戸（2田0淳12仁） 

働齢生3て［老年1働（者きき1金後）方がが，くに主生2たいと経8向生）めき済けが3にき18 たがいは生いを（持特活高集っと 労し働て者そは生のどしきてのケのてうくが結考生ーちたよい果察めどきうトをが調のになをし感査通い人たはよじ何いをなをうじて。持基がなのてい人高必っだにる分齢要がてろの働析仕者うとだ事かがいをなろに対う

特になし

かそは てい
る人 つ
いてアン 行生い
生たい。とこ き
き働 るの

かについ

芳賀博

2づ4に［9日（アよく1本），クるり老健3シ年3康ョ医長3ン学5寿リ会サの雑ーま誌チち］ 

健アもと康クション活リサ動方ー実性チに基をづ説く地す論域ずるでとの
病活高は気齢動生多性者様のき性が予のが維望防いをむ長やど「健生主の康観精き像神的にる健。j的と康充はど感実，ま単へあらずなると，いそる

2012) 
にづ，今く後りの の向 践につ概いて ること

の 持増やなしてい 。
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生測定きがいの
の仕方

［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果・要約

なし

なし
特［論に考な］し

期を日し本送てを過人浮るか上のご平と均。いて寿人うき課命生た題。のの延が多約深長，く超のにつ高察人を齢れは占L社退てめ，発会職，る後，想いにか向，こにけの2意て味3の闘を0勧主年のを要あにど及るなたう老課ぶ生年老題き期年ると

のか，人す生しについて く3割考 の転期換 めい。

治す選1ぷ3「判形」ののをるどん、式現の選のにのをだ感択最在二よとう肢持，つうもじえ生適てかのなっでい当て質こきら，ると3かつに生jのをを選表ををき

い 督ない間「生、るをも、かき否が

か 問して
し、 。

なし 文［論献考・］資料
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

飯（2島0勝12矢） 

健：・のをら［9日何（か康目6本Lが指I長？老A求6し寿g年9inめ千3て都医g葉ら学：市n県9れ会6P計柏てl雑a画市cいe誌jかるJ 東（ジ研で京イら取究，ーエ大地ロルり学（A域組ンドcのんとトu高oでロましn齢てちいジ社Rー謀づるe会）題sこくe解aは総とりre干決のを合h葉）紹裂多研県角介のを究柏社行的を機市会すいな構実視をなる

特になし

証が点フこ研でィとら。

今長西（村井2田0忠久芳12則雄）貢， ， 生：妥［：；日（当き，－本L性が公94いの）衆3意検3の衛識討信生4尺3雑9頼度誌性（］Ikとi 実のる「信生用「化生頼き性がのきいたとが」安めいに当を意測性，識定を9尺項検す度討る目簡すか（Ik便るらig構なこa尺成と9度。さ）jのれ 生きがい意Tる極識楽のと係操的認は作肯識に・「現肯定お状定的け態の的生活情己存おと・在人， よ

生未意びの（今来，意識に対へ社井味です会ののあら肯，る定~n天的的関0と9 か的にら構定る成感度義自さされれるる

金子勇

高が題分の［生析齢）帰いき者研）結が（分の究とい生』野展研別のき望究成がの］果整い（『生研理と課究き

高論齢じ者るのこ生と。きがい研究の帰結と展望を

係持生義のををと確行感中をきししがいを 「生きる喜定びtとして定活味
た。その上で「安 た私生

認でもじ，ちるして自分未識，状来をジ自活態へ由jかのな展関とし，わ人がるり生の社の能市会総意だを関

行てっ，た。意オリ ナルな望す中間可観的な 括堅19, 74-91 

山（登20一13輝） 

都康づ道記すづをきく府事交がるくり県推付いをこりレベルで高る齢事体上の「者業事明のげの生長去きがい健会成

特になし

機推構進 る い 寿 社助

金 進をし心康ていj取すたくの団りり 活や過動』につにいて

の 健中と に 業，」れ端までの
介生 づ のー を紹

19, 94-109 

西山啓 人生収と穫。を寿ぐ感謝祭の必要を提案す 特になし
2013) るこ

古岡（城田幸唯加）子， 
者関山［イ連間のン地生要タ域因きーがでナ暮いシ感らすョとナ高そ齢のル

援そ山のの間部課関題連に暮要へ因のらす示を高明唆齢をら得者かのにる生こし，きとが高。齢い感者支と
特になし

2014 

w~r~ care research] 
3-60 
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生疋き三がいの
測の仕方

［研調究査参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果・要約

なし
文［実献践・報資告料］ 

づいつくの就なるをまり展。事での労開コ業始開こ勉もミ住者環れュを強しみてニはととし会慣接人ていテし仁すれているとィ対。宜，のたるるし場機高つ。具堂て所6体齢会なな積0歳で者が的をど極持安多の以なり的心業様「，上ち生に務その，なしき受部て高セはしが講齢て，門カ自いL分者農をコン就，希業がらミド労そ就，望ュラし』し労子すのニイくて暮実育テセるフ柏現のてこらィミ市すた支をナJピE体図ジ制

てい お三ネ〉

スへ ー

謀様よきび々る。 長内めのの

生するきがこいと意が識目尺的度であを開る発。

尺確～がのさ－．認適示度れ：2合ののさたさで度得れ。れ信あ6点たはた頼っ0。G分。歳性たF布以さIは。＝上ら，ま0信にの全た9確頼地体5理等性認域で論と的中αー的良安因＝高予好．子当年8測で7分性者，とあ析はを下一のり良対位致，結好象尺因L果でと度叶，子あしご酔的高りた存と安次，場で的当高因合責性は子いのα当が実モI~性確耐デ.；：認性がル~ 

文［論献考・］資料

生すもの ノ

質ミり的ーを事論し 配き

なし
巻［論I生か考きら］が第1い8研巻究まjで の第 1

義活究高て高わ動齢齢』はがき者者，ののた国G。紹ののさ唯H介生生政ら在進策，なききの機①が的がる研構事充いい究健事業健の実紀康事推康が業要づ的業進づ期と視待のにくくし関た白さりりて事かすめにれ，業のる関るら今情基す。みに後礎報関たるは発す資さ『機信生料るま関記，のきざ誌①事提がま2供いな『3“生本研草論で考き究のあをが紹根』っを扱い介の”た研。意的うし

なし
文［論献考・］資料

高齢でる『者今はとたる歩族在か良きももしの人生言わきの成道た熟程実継古り「収の来が穫時人れ期感間謝（つ 食」ま物豊をり現考年のそ在恵えをこ） に感際おる し
すてきり いなまでい j継んそきでと たいし い 。のき てに祭はた 祝みて言みがにう べ祭謝た

いも 肉々 いれ産てつ 引たも精のた神のは現文ず化れでのあ中るきろに。はう。人れの生人でき いい

族いり。にう代謝素よ晴てり祭民現引うら いに所習がようっがてが多たあきき少つ の違いではああを忘っ。たがそ，』 そはなれにを心よのり家張と

とし に至ってていること れてまらぬ。

所上人Aる［（横関旬県属でB連断市のあかし調要山のってら査因老下間たい研）過。旬人る究疎2ク高~地1ラ齢2域年プ者等に82 あに 差有本連で「研健が無要は康j有究み因「仕の感意でら確調事れjあ査率たの「っサ対有がのたポ象無。は1ー者~のト未の「外提7生満項出供できのJ目があ頻で「い生り度あ感，活」っ生に費「た不影きに。響安が対こいをすーの感与スるうえとト満ちのるレ足．要量ス感健の因もj で有孫無感意J 31 
月 康有強「い J の関
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

小野公14)一

研者研高表［き生齢が究彰究のき』論者い分．が男創文のに析い職性刊）関研（業す高2『究日生年周意る］識探齢き年が索従記と生業念的い
5げこき0歳，がと正代い社のと員比のる60較よこ歳と非をうと以正通。な上社意じの員味て労，のづ働職高け者務齢をを態者し取度がて働やいり上生るく

特になし
(20 

のかにを探ど

20, 6 -24 

星E一

積都年実る［き生市態生記棄がき念在存いとしが研宅みそ率表い高究彰のとと研齢生三j論の究年創者文関き］刊後連） がにおけ

都実明確市態在別宅高そ齢者の楽後し生み存と生ときがいの 生可きが能性いと楽あ しみを同等に捉えてい
2014) いの にすにるのこと3年。 の の関連を

た カまる。

2の（0『周生累

20, 25-36 

片吹岡野佳卓美，

再一念い［生「研考表高つき齢彰究のが者生』論視い創文のき点研刊）生が究~いき『~生が周の年いきも」記がう 生とはきが分いた析体めと何結ては，だ特示すにう高齢本，こ者稿そとので生きがわれい
特になし

2014) われあ，の 果考察ろを 。し の点は，につい

てら る 。

20, 37-51 
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生測定きがの仕い方の ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果・要約

楽男動あたかl 性み生きがい女康事棄カことよ九性惑をしとりし、て最%も）多年で齢みが生人く仁選存あのがいと択若買生生維要り存持いい困さき群物れ次ががでにた行計で生要るも旅存学のサけ因行がは， 趣運動意活昧’身意さ体活知動のれにな動順維的要てを主で、、 。得すれっ5た7 。観カ．と5 苦% 男的高と性健 5女がが選4性高択,0 でいこ のしに る維，こ持と

二点E い 楽生しし い では
こ仕 た 的に有

きてい き ークル
能動持縁因でに関あすったる生。た。き 得み択，点とは， 統あとって弱い有 要

j。jあ持持回っく持答にをまなてっっ選たつった自いてて択いて由いいがる「肢生てい」記るな思なきを「Jい述「うなが用いL「」生でんほjいつい「尋きのかまととたと有fねなり~｛ 文献 ・資料

い ［論考］ るこ ］とい
る。そのため， や

ランティア 獲

無持たど〈 ん 得ポしかし在し，くてわは，わな 。で

たう 。いつ 語はとき［抽が，，ら象れそあいの的るるを］傾が感よれ向なまうじにるまをま 生と
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（発著表者年） 巻論［（雑号文誌）名，］ 頁 目的 生きがいの定義

大（場20宏14)美

地tが記と；＂＇生念い域のtきv研表関高とが彰究連齢社いj論構研者会創文造究参の刊）］ R加~e生on活周er動年・a-き わと社係が為、会国活の動地域性高お齢性よ者びの域齢「帰別田属のer意違ativ1識いtとyJの
特になし

関らについて，と ・地年 を明
にするこ

20, 52-67 

青（2木0邦14男） 

在康2身関［き老5（宅状が体連8年）性高態い的，精齢健感9と神1者社康~医役会状の学9精割態2関雑7神係おほ誌的，かよ］健生びの 高態喚か的えな齢起健，関をと不意す連康調者査安欲要状のる研主，生態因不肯要究にとき定がす眠のなど心相的いのをる精感感互程的こ神不情度や関と役連調や。的に健有で割の関康用連あがな状感他かるを示態なのでうつ精す主とど状考要神のを

特になし

安現伊

介構福教3分［老5析（護成祉員4年）福要士の，に社祉基4素養自会1士成づ9の由科抽施記のい4学専設述2出て~ のの門性介介内護護容の 性介記述護の福構調祉査成士要を養素と成おを施抽し設て出介すの介護る福護こ教祉と員ま。 のの専自由門
特になし

2014) 

瀬（沼20克14彰） 
高の齢動者向］のダと高生今ー齢後き＝者がのM雇期いon用待就th労のly 

高らく齢成こ者熟との期生待きがい就労についてと これか
特になし

が されるので，まめてお

［エル 。

：総~：合：；誌' : 26-31 
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生測定きがいの
の仕方 ［研調査究参方加法者・研・究研デ究ザ対イ象ン］ 研究成果 ・要約

なし

近成式が藤）しい」たー感鎌「ス高田齢ケ（2者ーDO向ル3）け生が（K作ーきI 

なし

なし 文［論献考・］資料

いる。
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